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（定債は蕊動しますから都度御照會願ひます）

林業技術者が誠心を以て製作する

各種林業用機械器具
を御使用下さい。賓質は無言の宣傳をして呉れます。

弊祗製品は常に業界の第一位の定評を受け一度御使用願った技術者各位から･は引績き御

用命を願って居りまして途次業績をあげて居ります力職術者各位の側からは色々 御不滿

の鮎もあらうかと存じますので今後の御指導御鞭逵を希い理想的製品を製作したいと念
願して居ウますから御遠慮なく御批評御注意を願います。
（附記〕私I態十歎年間材集界に御厄介になり、其後測量緯製作に従事して本年は丁度三十年になり蓑す。今後
林業技術協會が雲足せられ、林業技術の向上に通推せられるに際し〆戸カーとして御協力致し度<、叉製品の
納入斡旋を願ふことに致しました。，

職長西川末三
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三壼壼｜林業技術者に期待すろ
林業試駒場長吉田正、男

趣

戦時戦後の室白時代を経過すること弦に駿震、祀國再建のために我ﾉ26力泣ち直ほるべき時は既に遅しとも

云はねばならない。我國森林の現状、國家再建のためへのﾎ榛に對する要請は、我凌林業技術家に一刻の猶

豫逵巡を許るさ壁ものあることほ改めて申す迄もないところである。然し乍ら雛って見るに我國林業技術の
'

賓態ほ果してどうであらうか。

素より我國にも夙に林業技術に優秀厳ものあり、世界にも誇り得る林業地域の存3ることは事質である。

然し乍らそれは多くは単なる綴識智練或は観察に基くものである。勿論優れたる賓際家で、近代科學的見地

から見て之を肯定し得る理解に立つものも妙〈ないであらう。が多くは妙<とも近代科學的組織的な根撤に

立脚したものとは云へないことも否めないところである。

明治以降我國に近代科學が輸入せられ、我國林業もか上る基盤に於て再出發をしてから既に数十年を魑遥

してゐる。その間林畢教育機關も林業試鹸磯關も一雁整附せられ、専門教育を授けられた林業技術家も多数

を擁してゐる。然し乍ら我友が從來辿り來つたところを振返えって検討して見るならば、果してすべてに於

て反省の餘地なしと云ひ得る定あらうか。

忌輝なく率直に云はしむるならば、その教育なり研究技術なりに於て、果して時代の要請に應じた長足の

進歩をな’來つたと断じ得るであらうか。勿論林業披術をして眞の意味に於ける近代科蕊的基礎に立脚せし

め得る科學的理論藷築き上げることは、その對象たる森林林木の特質上極めて困難なるものたることも事賓

である。然し乍らそれかと云って、從來の如き態度を完全に雛晩するに非んぱ我國林桑技術は何時霞でも明

治時代、否それ以前の薦塞を暁し得ないことは暗らかであ愚。

我,z惇は何を措いても林業技術に極めて巌密なる意味に於ける科翠的根憾彩與ﾍねばならぬ。これがだめに

朧先づ以て前提とfての教育(殊に大學の〕並に試識研究の面に於ける巌密なる科學性が要求される｡而も
か上る科學的壌密性は、云ふ迄もなくその探究の深刻撒細を要求し､．以って叉試験研究は益友細かく分化の

一途亨辿らざるを得ぬであらう｡然るに一方賓際の林薬技術は,か入る分化した個糞の基礎的理論を、よく

質際に篭って個盈の擬態に卸して合理的に綜合し､以て現資の問題に之を活かして行かなければならない場

合が多い。これがためには技術家ほ先づ以て試験研究の成果たる基礎理論の全謹をよく理溌農得すると同時

に､之を賓地に活用するの叡智と工夫とを必要とするPそれ臓或ほ分化的な研究者よりも更に一層困難なる

ものがあるであらう｡然し乍ら妙<ともか坐る努力贈<しては林業按術の科學醗進展は期待し得ざるものと
云はねばならぬであらう。

かくして我女は林柔技術家が､技術に關する基礎的理論の發展に常に最大の關心を寄せると同時に、これ

が活用につき不断の精進を致されん事を所ってやまざる次第である。（維1

一一<1）－
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特用樹種に主ろ樹藝林業

武藤博忠
－－

－－ﾛ■■
ロ■■■ －

－ －－

特用樹種の定蕊如何‘叉其の名砺の適否等に付ては妓に

論ずることを避け、従來一般に特用樹種と呼ばれる、ハゼ

ウルシ卿アiプラギリ、アペマキ，ミツ'マタ‘カウゾ、ツバ

砂キ、サザンカ、クルミ、クリ等漠然としたものにしてお
く。本小論こは其で差支ない：

特用樹種の増殖漿勵は、大正末期から昭和に掛けて山林

局で取上げられたが、山林局全禮の枇事か‘らみれば九牛の

一毛であって、山林局は經濟林業の生産物は木材、議淡で
’1

あると考へて居り、少くも特用樹種は副産物として奨勵さ

れたに過ぎない。副窪勧といふ事は農山村民の副業による

慧鶏急篭繍遙慧駕蔑鱸
謬があったので、此のために特用嵩腫の増殖は不撮を極め

特用樹種を基盤とする産業は發壼しなかった。即特用悶種
を林業の副産物と考へることは、その成立地域を異にする

こと．産業形態を異にすることからみ･Cも間建である。
地域的に見て特用樹種は大瞭林地と農地との間に成立し

て居る。そのため特用撒種は出来農業の方からも．林業の
方からも軍大観されず，此の地域に對しては大なる努力が

挑はれなかった。然し乍ら此の地域は恵要な條域であって

殊に目下重要問題となって居る開拓世は大鎧此の地域に該

富する。今日新に開拓されて居る地域が今迄未開拓池であ

つなのには其相営の理由があつだ筈である。特別の事情が

あったものは別として、當時の經濟炊勢から開鯉して農地

としても綜合的に探算の探れぬ“が多かったものと恩ほ
れる。戦後深刻な食温不足から此の地域の中には挫地とす

べきものを生じて来たが．農地とした方力蕊算的に有利か
何うか充分捻討の要がある。一方鉦墾地であり乍ら艤舞の
理由で放置されて屑る所が相諭積に及んで居るのである
元来林地と農遡との界をなす地裁は原則とじて其の時代
の經濟状勢の規整に従って林地となるか、震胆となるかを

決定されるものであって、人工的に農也審増加しても長綾

きばしない｡備農'他か林地かを決定するにほ其の時代の食

糧の需給状勢、人口の疎密等の因子が關聯してくることは
言ふ迄もない。

此の盤地と林地と噸をなす地蛾惟本來特用樹種を造成
して、貴重な工業原料を生産す-べき所であると考へる。即
アブラギリ蝿魁油）ウルシ（塗料＞松脂（ロジン、テレ

ピン）アペマキ〈＝ルク）ミツマタ及びカウゾ､製紙原料）

ヤシヤプシ‘.タンニン原科)ハゼ<木蝋>等の樹蕊林業地
籍として猫立な窪業地帯として發展すべきものである。其
の方が農業或は木材薪淡を生産物とする林業を誉むより課
算的に有利であるからである。

．‘註鼓に樹蕊林業と云う言葉を用ひだが、はっきりし

た定義がある鐸ではなく、木材薪淡を主産物としな

い林業、即特用樹穂による林業と解して頂きたいJ

街・農業部門の園麹こ塾して林業部門の樹藝が確立

すｵしば・果樹園蕊の如きは樹塞の一部門として扱ふ
べきである。

其ならば何故今迄に樹蕊林業が發逵しなかったのであﾉう
うか。共程有利な産業ならば今日迄に自然に發逵して居る

筈ではないか。正にその通りであって、農業、林業と同程
度の保獲奨勵策"採られて來たならば正常な發展をしたら

うし、叉農業林業の何愈にも保護を加へずに平等に放任さ

れたならば今日‘樹蕊林業地帯は相営の面積に上って居るこ

とと想像さ才しる。之は學なる想像ではなく、明治以前特別
に産業の保護政策が採られなかった時代には最もその地方

に適した有利な産業が築榮したのである。二、三の例を上

げれば．南部．雅趣地方のウルシ、北建海岸池方のアブラ

ギリ、九州地方のハゼ等であるが。之等は逐年減少の一途

醤辿って居る。明治以降農業､林業共にその時代友兵}こよ

り適切な保護奨鋤策が加へられてゐた。握り農林業の中間

鱒:蜜驚墨蕊難麓轍欝篭
林業池幣に保識が加へられなければ、結局樹蕊林業は墜迫
されたと同綴の結果となり、無理に開墾して反懲收謹の極

めて低い農池に轆換したり、里山としてば適営でない用材

林となってしまふのであり、前者は既墾地となりながら何

れは放巌さ』1.る運命にあり．後者は時到れぼ開慾の對象と

なって抜議を醸すのである。此の地籍は樹藝林業地籍とし

て別個に坂扱へぱ、此の嫌な無駄力噌けるのであるが、現

在農業には肥料，報蕊物議が配給され、林業には加配米生
､一一

全

空

ー 一

(蕊者〉農林技官、林野局特窒課長●

ぜ 一一〔2
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達賓材が特配されるのに､樹藝林業は此の何れの恩恵にも
浴さない。即、雨隣捻手厚い保護を加へられ、樹藝林業地

籍だけ力城置される議な賊態でば衰亡を來すのは雷然であ
る。其れ所か繕戦後ほ開拓適地として殆ど蕊制的に農地に

韓換せじめら熱て居る。

此の調輯鑿林業は直接叉は間接に醗迫さへ加へられな

ければ、正瀞な發展をしてゆくものと零へる。其のみでば

なく現在の林業地帯に樹蕊林業の進出して行く部分が栢雷

多いことと老へる。從來林業と云へぱ木樹、薪炭を對象と

して居るが､林業は木材､薪淡と限定子る必要はないので

最も有用な、有利な、林産物詮生産すればよい筈である。

林産物として木材のみを生壷するのがよいか、その一部は

油脂を生産する様に切換へてゆくのがよいか、眞剥に機討

調北て然るべき問題と考へる。現在油脂は最も不足して居

る重要物資の一であるが、林地の適地に油桐を糖栽して散

界的に不足して居て営分需給のバランスの取れる見込のな

い乾性油を日本で自給自足することも不可能ではない。叉

松は從來木材の對象としてのみ植栽謝したのであるが、松

脂（戸ジン〕操取を目的としで施業する．ことも考v、られ

る。長期作業で木材を得ること力靖利か秘．松脂探取を目標

として施業してゆくことが有利か、橡討を要する問題であ

る。佛蕗西てほ松脂を採取しなければ松ほ伐採出来ぬ℃と

を法律で定めてある。

樹蕊赫業は毎年撫育、施肥を行ひ、蓮年交職隔年、鐵礎
"

樹皮､樹液等を收穫するので､Y木材､諦淡林業とは異った
観念の林業である｡皇近い林地には樹藝林業を琴大した方

が有利な場合が多い。農業に於ては都會地を離れた農村に

は米麥農繁が主として行はれ､都會則附近には蔬菜農業が

多く行はれる綴に、林業に於ても奥山には用材林業､里山

には樹蕊林業と云ふ大贈論が邇貯3-るのではないかと考へ

る｡從來里山と云診､ぼ馬鹿の一つ覺えの様に薪浅燦林とき
めてかかるのは如何にも智慧のない話である。

以茎で此の小論を怒るが、本論は言ふ迄もなく、極めて

大雑把な観念論に遥ぎない。本論を多少なりとも慨値あら

しめるためには、一変駁学的な裏付けが必要である倫｢左溌

に考へる」「その様に想像される」の鑪綬では何にもなら

ぬ。例へぼ與へられた蕊糞の下に於ける同一地域で農業、

林業、耐蕊赫業の各舞を經螢した場合の採算を駿字で示し

筒その各没力援山村民縫濟と如何様に結付くかを検討しな

ければならない。遺憾乍ら現在發表し得慾程の費料を持合

はさ麺が、準輝準つたならば菱表する考である。本論は

林學、林業に從まず場諸畏に樹蕊林業と云ふものの慨値を

考へて頂く端緒ともなれば幸と考へて記したまでである。

（経）
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宮

森林測量に於ける縮尺-弧;00の

航室嘉眞の利用債値に就いて
〆

原忠平・堀正之

り、爾來航空篤眞測量の蜜用債値は一段と高まり、現時に

於いてば經濟的にも精度上に於ても全く地上測量を凌駕す

るの域に達した。

今航塞篇眞の利用に就いて諸外國の實例を徴するにソ聯

邦ではZei"曾祗より新式航空測盆用冨億磯を購入し、

1934年には農事方面への利用として300,000平方粁の地匿

が撮影され、西比利亜に於てはW・SchermerhOm'の提案

せる航空測地要領によって各種調査が行はれている。米國

は銃にAIasc紐の撮影が怒り班issi"PPiの治水事業、農産

物の過剰統制にも利用され1ヶ年の撮影面積が日本内地の

慰傭に達している｡猫迩は園内文化の發達に鑑み國丙基準
地岡を縮尺5,6"分の1に定める篇、その所要圃案数は

150,000枚の多きに達し、之ｶﾐ急速なる完成を期する爲に

は航空測量力課用されている。其の他英國は南亜領の開發

に、佛幽ばAIgerieの開拓に利用し、伊國は1938年輩で

に5,000平方粁の撮影を完了し、和溺は關領のNewginia

油田調査のため10,0C0平方粁の航空冨眞測量を行った。

我國に於ても樺太の森赫壷源調査に航空篤虞測量力剰用さ

れたのは周知のことであるが、陸地測量部、水路部、鐵這

省に於返も之が利用され、叉元滿洲國に於ては約53萬卒

方粁に渉る航塞篤眞が撮影され、地形圏の作成は勿論地籍
調農に森林強源調薩に謹田調査に、其の他都市計遜､地域

的産業認發に陵<利用されて来たのである。以上経戦前の

質傭であるが、今後航塞篤眞の利朋に關しては戦時中の航

空機の發達と、作戦上に利用された航室富眞撞伽の進歩は

今後各種平和産業開發の手段に向けられるぺく、そ？成果

は大いに期待す-べきものがある。

航空詞虞測堂を渡施するに當つては、

1，求めんとする地蹴の縮尺

2，地上の細部を如何なる程度まで猫喪するか

3，地勢‘等高線琴如何なる程度まで蚕<か

4，その作成する地圃の利用目的

等によって巖影する航空篤眞の縮尺、製過の方法、成果品

の糖度を決定し、利用目的に對し最も合理的な作業方法を

定むくきてある。併しながら我國に於ける現状は新に航空

篤眞を撮影することが困難なる賛情にあり、幸ひ進註軍の

､一一一一 ノ

I
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I 綴言

塞中より扇眞が撮影さ』じて、その篇眞により地岡が作成

されたのほ1855年氣礒より銀影した富艮から作卿された

のが初めであ忠司そ･の後飛行磯の發明により、飛行瞬尋よ

り撮影された嶌眞を用いて馳到の作製が試みられ､器城並
に技術の幾多の發達鍵蕊を見、理論的にも經濟的にも、航

室篤與測避が地上測量に蕊比し得る溌になったのは､1932

年以来次八に發明された総密製,瑚機の出現からである。

1936年にはZeiss曾詠はZe:s3T(mpogonなる臓角レン

ズを完成し、之により多鏡玉罵眞畿に代って軍競玉辰角航

塞篤眞磯が生れ，作業上著しぐ簡易化と能率化が罰･職1た

のである。叉高度差記録器〈Statoscope)水ZF線蔦眞磯

(HOrizon"ICamera､が完戎され精密製卿機(Stercoprani

EM)の出現によって、より能率化され､高精度化され
た。斯くして器材並に技術の進歩するにつれ航塞三角測量

及び航空水準測量が唱導されW.SCh"merhomによって

重力測定を航塞篤賦測量に利用する提案が發表さｵしるに至

夕

〆

<筆者）農林技官。林野局林務部施業孫
も

－（4）－－

〃
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原 ・堀：航空嶌眞の利用偲値

長、中村施薬案主任技師

･詞1I徳一、延里謹夫

彌藤陸郎園木弘大本土行

好意により縮尺40,000分の1の航空富眞を政府關係の各

種産業復興に貸與せられる方針の決定を見た篤･寡が林業

に利用される側値戯討の目的を以って山梨縣黒駒村に於い

て溺査をなした。この調査は富眞の縮尺が小である關係上

森林測量に舞う-る小縮尺の航空篤眞即ち縮尺40,000分の1

の航空篤眞の利用憤値瞼討に中心を置き、其の他航空富侭

利用上の利職に就き橡討をなしたものてある。，

爾來森林澗職に關しては色糞検討されたものであるが、

地上測量に於ては補助三角綱を組んで圃根黙を増加するこ

とがその精度を高める第一要件である。從って航塞篤眞に

より求めたる圃根黙の緒度の険討を第一とし、航塞篤賦に

よって求めたる圖根識の精度が免了限界に入るならば、航

空篤虞に於てば他の位置測定に對しても同様の精度をもつ

こととなりぞの利眠が可能であり、地上測量の如く質測職

巻離れるに従って精度の低下を來Fj-ことがない。
し

次に使用航空潟眞の縮尺が4Q,000分の1に限定された爲

に、面積範定の薙礎となる境界を冨眞_1塁に確定をることに

困難を生ずる事が選想される。從って小面積より犬面穣に

捗る各瞳の地域を測定して40,000分の1の航空篤眞の而穣

測定上の利用可能範園に對する稔討を第二とした。叉民有
林の施業案編成に關してば、その作業の大部分が森林測堂

に消擬馴言.叉その測麓の方法精度に對しても疑問とする
虚があり､幾多航崖蔦虞利用上の利黙が謹想せられ筒且日
数と純費との輕減が計られ、叉最近に於ける現地調査の場

合の勢務煮の不足､食綱間腿等の解決が可能であり、筒そ
の罵眞が林況調査或は將來の森林記録として有数なる炎料
を提供することが考えられるを以って民有林施薬案綴成に
關して航空罵眞の利用便値に就て橡討した。

叉國有林に於て侭地形調査を行い等高録の猫霊を5000
分の1の基本画に入れる方針なるを以て40,000分の1の航
空篇億を以て描霊砥來得る等高録の程度とこれを作成する
篤眞虚理上の問選を識討した。本溺迩の蜜施に営り關係各
磯關下記諸氏の多大の御援助に對して深く謝意を表明する
次第である。

細司令部天然賓源局林業部中山博一

地理調査所篠測量部長、武田印刷部長

・林野局施業課岩野三門、。幡進

治山課河田五郎

計聲課植杉哲夫,聯保秀六

林業試験場嶺一三

經本資源委員曾事務局若林正武

東京都林務課澤本作蔵

千葉縣林務課本間泰夫

群馬縣施業課・近藤篤三郎

山梨縣林務部加納林務部長、浅川遥林課

篤眞測斌所

日本地形献
夕

II山梨縣黒駒村に於ける調査の概要

1，調査目的

縮尺4萬分の1航空瀞眞の林業に於ける利用隠値の検討

2，調査の主篭

篤眞測量學會林業部曾〈林野局、林業試醗場、東京管林

局、地理湖査所、山梨縣鵬篤眞測量所、日本地形就）

現地調査員の所鴎機關と氏名
1－

|壷奪阜噛 稠査員氏名‘
＝－－－串一一一一

原忠卒、堀正之、望月弘

中島巖，山田茂夫

灘田良修，野口明凌

黒田蒲三郎，鏡田憲一

高橘常敏

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ

Ia

林野局！原

１
１
１
１

林業試験場

地理調査所

東京誉林局

冨眞測燈所

|長駕

l腰

畏
一
鐘

ｌ
ｉ

睡
一
繩

長谷川靜夫
一

鎧林課施業係員

~

１
１
４

3，調査方法の検討及決定

i調査地域の選定

同地唾選定の理由としては地勢の高低差の比較豹大／

なる虚で傾斜に鍵化を持ち、境界等には山岳の中腫／
・を横切る穰な罵眞上に境界線決定の雌しい部分を含

み、尚耕地界が複雑に入り込んでいる地厘等を含む

各種滕件を持ったものとして選定した。

ii調査項目の決定

本調査目的達成の爲め，緒言に於いて述べた如き、

‐理由に依り次の如き調査項目を決定した。

イ、圏根黙精度に關する犠討

ロ、面穣測定の橡討

ハ、民有林施業案編成に關する利用恢値’

二、地勢線描霊に關する稔討

水、其他林業謹管に對する利用侭値

4，調地の概要

今回の調査の對照として選定した匿域は戸倉澤の右岸乳

林班より6林班に至る面積約38011鋤であって、本地歴は黒

駒村寓眞中に於ても最も嶌眞條件の悪い地域で、耕地界赫

班界英の他の地物の到讃には相雷の困難が生ぜられ.る事が．

譲想せられた。

認査地は北側は標高800mr-136!mの主稜線を以って恩
)一・一・

１

１
１

-－－（5

ノ
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原・堀：航空富眞の利用債値
－ －

賜林と境し，南側は標高約50仇，〕の戸倉灘を以て若営戸倉

等の部落蹄地と複雑な境界をなしている東西に細長い地

域で東西4km南北1f5kmに豆り標高差は400m800m
〃

で平均傾斜度25･へ召0．で時に40･を越える簡所がある。

従って慮兵に昨年の水害に依る崩解地を生じ最近の遜伐と

栢侯って、河床は上昇して氾濫により河岸の流失並に田畑

の流失の被害力乱､ちぢるし<見られた。

林禰ぽ戦時の蹴伐の結果嬢林を以て被はｵL局部蕊]にスギ
ヒァキ、カラマツの人工造林地がある。主要生育樹蔀はス

ギヒノキ、カラマツ、アカマツの針葉撒に澗葉樹としては

ナラ、三テラ、ケヤキ、歩ホノキ、イタヤカヘデ、等、並

挺部落附近にマ顔ケが駐在して居る。．

5，認査の鑪備作業
（')篤蘆の調製

i撮影諸元

‘使用嶌填機フェアチアイルド製f:153m噸航空
篤眞磯

レンズはメトロゴーン、薑劃23cm

x23cm

・撮影縮尺約“000分の1．

篇眞重複度65％（前後〕35％〈＝ースツ

ii調査用磯蔦眞の調製．

フィルム原板が入手出来なかった馬、密蒲原嵩
、

眞を複蔦し同縮尺の複篇ネガを作り、此れより複

製密着撒意眞及2萬分の1引伸鳶虞を調製し急

使用印霊紙は判讃用に光澤紙､記録紙用に無光津
紙を使用した。

〈2）罵眞の鮮明度

イ、複製密蒲溌眞

霊霊はロソトラスト鰻<ハイライト及シャドウ

のディテー'しが不鮮明な個所が多い。肉眼劉涜可

能の大きさば一般に0.3mmと調われて居るが本

篤眞に於ては10m以下の地物の立§鱸ほ困難で
あった。特に’林班．2林斑の河岸耕地界は不明

瞭であった，

戸、複蔦引伸篤眞

一般に4萬分の’の露眞の引仲の可能限度ほ4

倍程度と謂われて居るが謹調の不良と作圃上の篤

眞の大きさの限度を考慮して大約2倍引伸率を渋，

定した。

此の引伸篤億は震腺の認ケは除り認められない

が一般に淡色になる爲芭調に依る地物の判讃は不

確賓な個所を認められる。しかし引仲に依り地物

の像が瓶大された篇地物の大小高低等の判調の河
割

能硬度が大きくなった。

6，現地溌査

（2）調登期間昭和23年5月5日～5月24日20日間

<2＞賓測。

イ毒三角測量（岡根測量＞

既設三角識上黒駒村,胡桃澤、切久保の三角黙

を興黙として、三角測量を蜜施した。選定圃根謡

は10紬毛ある｡

本測量ほ地理認査所技循者が捲営した｡

戸、境界測錘

溌測基本作成の爲本地域の周園界、林班界をト

ランシツ服測量を蜜施し，小面積の耕地界及林地

界の測量をコンパス測量で震施した。

周幽界の測定は新設凋根黙第5黙を原綿ﾆして

左廻りに同第7熱迄を第1測系とし、更に第7謡

より第5鍵迄を第2測系とし閉塞F3.る綴に測定し

た各測黙偉置はXy座漂計算に依って算出した。

本測量は東京誉林局稜術者力轤堂した。

林班界の測量は謂査期間の關廉上周興測量班と

別に測定班を編成した。

／本測量は、日本地形献、穏便測量所技術者が擢
営した。

翻奄地域丙に配在する耕地並に4,面戯の狹長な

林地はトラバー測逓より除外し、コンパス測量を

以て奮測した。

本測量ほ林野局、林業試繊場技術者が擢溌した

（3）寓眞測撤上必要な調査
i現地刺針

篤風測量と蛮測との糖度群比較する條件として

同一の測雛並に測線を測歎剛化する必要がある篇

現地に於て、三角鮎麗根難並に周函界林班界及耕

地界の資測黙を篤眞上に立臘到認こ依づて刺針し

！た。

此の刺針作業厚、三角熱、懸根黙の刺針には、

三角測量班に從麗して行L､､林班界､周園界の刺

針はトラパー測鐙班に先行した伐謂班に從闘して

行籏われた。とめ場合、測鮎位置の選定並に見透

線の伐開を行なって居る際、其の懇定された測熟

位震を篤眞_ピに刺針したのである。此の篤億は2

菖分の1引伸窟艇を使用したが、前述の如く罵眞

の不鮮明な個所率い爲に複雑な鋳地界が入り組
んだ鏡界に於い迄は綜合的關係位置の推定に依っ

て刺針した。周函界、林班界、穂線部の刺針ほ良

好である。

刺針誤差ほ罵眞上で0.3mm程度であると孵さ

れで居るが、今回の認査に於いては到嗣困難な地
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域は0.5mm～1.5mmの位置の移動を來して居る

様に感せられる。又今回刺針麗間は冨眞上最小2
室

、'm置きを限度として主要測黙の刺針を行ったが

此の罵眞上の刺針熟は前述した如く伐開班が謹定

した測黙を刺針した爲後綾の蜜測班が観測の都合

上選定した測職を移動した場合、其の個所に於て

溌測蕊と刺針雛との相異を來した。従って賛測圃

と航測圃と比蕊した場合此の個脈に就い-E明瞭に

闘化測熱位の移動を認めた。

近棲雑なる耕地。森林界の正域の見双

“）篇眞に依る林況地況調査

i4萬分の1複罵密漬嶌眞の到讃

一般地況の劉讃は1:15EOGO冨眞と同露二可能

であるが襖維態耕地界､林地界歩道等は小縮尺の

篇に判讃困難である。

・林況の劉讃に就も､ては、森林の配注する位凌は

明瞭に劉誕i擁るが樹種判讃は聲調が悪い爲不良

であった，一段には赤松と杉祷の厘分及竹林の判

識は可能とされて居る。

ii.2蔑分の1副伸蔦鱒の判識

引伸罵侭は密着蔦喚に比して全殻に色調が淡色グ

になり色調のディテールが失なはれるが、縮尺が

大きくなった馬、地物の大きさ、型状が良く判痕

する事が出來た。引仲に依る地物のデイ天一九の

消失及ボケは全く認められなかった。特に4萬分

の1で判識不可能であった腰林の状況が縮尺2萬

分の1の篤眞に於いて位置的判讃可能の個所があ

ったo

本篤眞は到讃用として良好であり而も林況調籔

・の際現地に携行して次の様な溺鳶上の利熱があっ

たo

イ、林小班界.字界、所有者界を現地と對照して

直ちに篤眞上に記録する事が出来る。従って見

取圃よりも正確に圃示することが出來る。

戸、森林の位置を罵侭歪劉讃して其の位置及麗域

とを塵割することが出來る。

ハ、罵眞上に耕地界を見坂り記入する事が出来る

二・全殻的に冨眞を観察する事に依って調霞計謹

を選め封-こる事が出來る篇標準地の選定並にそ

の配置も計震する事が出来て認査の糖度を翠げ

期間も軍縮すぢことが出來る。

7，資測鬮及航測瑚の調製

作岡因子は三角黙、圃根黙、周悶界．林班界及耕地

界等の唆澗緬脈を冨赤に作蝿した“で各測量種
別の圖化は次の如くして行なった。

一一〔

（1）愛測圖の調製

器ランシツト測量個所は凡てXy座標値を算出し

圃根黙､周園界及林班界は言命の座標展開によっ
て畷化し､耕地界等の言ソパス測量個所は局廓､圖
化をして其の位置を挿入園示した。

〈2＞航測圏の調製

“＞アラジデル法〈副射線法〉に依る圃化噸易

，鴬慎測量注）

2傭引伸し篇眞曹便閑して約裁而の原鬮を作
り流に場i伸した，、

(Tn)ムルチプレツクスに俵る岡化(餘色資禮描溌

機械測量法）

0ツァイス製10cm,20cm礎角カメラ用の壌械を

用ひ､赤の隙畷を作り論5-に引伸した。
（ハ〉ステレオブ･ラニグラブに依る圖化（精密製圖

磯械測量法〉

ツア郡ｽ製c5型醤用ひ睡農壼而の圖化を
行なった。

8，航測畷調製上の批判

（1＞アランデル法基本圏

イ、周画界林班界の平面位置藏篤眞上で最大限度の

測職の交會を行った篇、藻期以上の精果を發揮し

得た。

戸倫判識不良なる耕地界ほ現地刺針の際，目測に依

り其の位壷を綜合判断して決定し其の麗割綴を見

取りで富眞上に記入したものを圃化した篤、細部

猫雛癒の隠面の精度を現して居ない｡
ハ、地況の畷示方法ほ等高線描蜜に依って行ったが

アランデル渋に依る標高値の決定は基準黙の現地

観測を出来るだけ多くする必要がある。

醐線“に於いて腫裁『圃面としての精密さ
を持って睡示する事が出來なかった、特に1林班

の緋地附近に於ける曲線の描霊ほ不充分であった

二、一般腱アランデル法に依る地貌圖示方法ほ地勢

綴に依る方法が細部の表現並に位置的欣度が良い

様に思ほれる。

〈2フムルテプレツクス法の基本圏

イ．機械漂定の際、△藤ノホ新田、及△上黒駒村に

，於い＝局部的な影像のボケを來したが此れは復篤
原板作製の際に於､‘､で其の地域に遷面の局部的凹

凸があつだ篤影像の策ケを生じたものと思われる

画、新設圖根黙1，2，10黙に於いて局部的覗差を生

じ測定の確定を談いて居る，此の原因も複冨誤差

によるものと思われる。

ハ、地貌の描溌に於いてハレーション部及日蔭部が
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局部的にデイケールの到調困難な馬、描蚕の不確平均誤差、X軸士7.13m，Y軸士玩88m

震の所があるが、郷識可能な箇所ば細部の地貌のii)ムルチプレツ〃ス法

猫豊が良好に出来た。周幽界、林班界の位厩は蚤平均誤差、X軸士5.48m，Y軸士5.86m

刺針測黙を圏上に落すと共に其の測線を確蜜に猫高さ士15.53m

・霊し得たつ但し1林班西部境界及南部境界の到讃iii>ステレオプラニグラフ法

不良の個所は現地調査の結果幾分修正をほどこし平均誤差、X軸士13.2伽1Y軸土7.05m、

た6叉耕地界及面積狹少な地域の猫謹は罵眞の小高さ士4､5m

梯尺の篇に豆論としての細部猫認瀧不可能這お以上の結果縁督溌ともｱｦﾂデﾙ渋と大雲ない結果を得
る爲現地刺針の際の見取圏を参考にして修正したたのであるが，ムルチプレツ盆ス、プラニグラブ等の糖密

一

(3)ステレオプラニグラプ法の基本畷 機械を用いて岡化したものが高精産を得られなかったのは（

イ、磯械標定の際蔭謹乾板を使用した爲、像が逆現使用寓眞の映擬精度が非営に悪かった事、富眞原版の借用

となり指針した薊慎を以って其の標走位置を決定が出來ず複冨原版を用いた事、ステレオプラニグラブは磯
するのに幾分困難であった｡而し篤眞が小縮尺で械整備が不充分で膜の磯械性能を發揮･する事が出来なかつ

ある爲に~勤の篇眞に多敷の三角鮎が包含さ却居たこと等に原因する｡地理禰査所で作業して居る人達の言
る篤に縮尺及標高の決定及難橡に極めて好都合でによれば一股にムルチプレッ〃スを使用する場合は同撰縮

尺で圖化して誤差は大豊'士5600m以丙に這入るごとが出あった。

戸、曲線描聲は暗影部が不鵬瞭で主回線は割込の程来るし叉ステレオフ･ラニグヲプを用いれば士1.00m以丙
度にしか描聲出衆ない篇細部地貌の描謹が言論にほ入ることが出家ると考えて大差朧ない穣である。
の精産としてば不充分な個所があった。

、、（2）,航塞富威より求めたる森林圖の面積誤差に就いて
ハ、複雑なる耕地界及小面菰の林地の描聲は其の主 トランシツトを用ひた!､ラ,1－測鐙の結果と航空
要黙の刺針黙のみを測定し其の境界線は見取圏に 篤眞より求めたる林班面積との相異は次の如くであ

参考して記入したものであるから5六0の猫識精 るo

i.)アランデル法度としては不充分である。平均誤差率士4.07％
＝、本作業法は次の條件のもとに作岡されたもので ”ムルチプレックス法平均誤差率±5.12％

‘ある爲本磯の糖能を發揮するに至らなかった力辮瓶）ステレオプラニグラフ法平均誤差率士3.09％
來磯械を改修する事に依って充分な精能が發揮さ 此の場合蜜測に於いては4林班、5林班の境界は
れるものと考えられる。 修正挿入せる篤不正確で此の面積合計を對照すれば
。）原フイルムに依らず原鴬眞を使用した事（複 平均誤差率ほ更に縮少する。叉小面積の地域より大
鴬誤差） 面積に捗る40ケ所の地域に對し前同溌面積を此綾獣
b)撮影カメラ(f=123mm)と投影労武ラ(f= 照した結果は大簿Oha以下に.於いては較差はなはだ
210mm)の焦識距離の異なる事(ﾌ゚ 戸雲ツペ法 しく其域傾向も一致しないが、10ha以上の地域に對

の違法）してば誤差穐園も極めて少なく傾向も一致して居るr

c>縮少乾板作製の際蝿診カメラとフ・ラニク･ラブ 故此等の小面磧地域及複雑なる耕地境界簿に對して

投射器のレンズ焦黙距離の相異に依る縮少率をは四菖程度の縮尺の冨眞測量は不適醤の様である。／

考慰せず有效鐵面長に縮少した馬描豊の際漂高<3）地勢線の描蜜に就いて

．値の決定ほ縮少率を以って修正算出したが不良地勢線描喪に就いては紋塞駕眞の特徴を充分發揮

である。し得るものであるが､.アランデル法に説いては高さ

の測定に現地測量を加味する必要があり，ムルヂプ
In結言 フク六法並にダステレオブラニグラブ法に於いては自

精度に就いてら高さを測定して地勢線を猫鍵することが出来る。

（1）縮尺4蔑分の1の航隻鰯眞より測定した5,000分 描謹の精度に就いてはステレヲオプラニグラブ法最

の1の森林園の精度に就いで・ も良く鋭敏な地勢の曲線描謹が出來、ムルテブレツ

航空寓眞より求めたる闘根縦の精度に關しては次クス法に於ては全臘の膨置的關係がよく現れている

の結果を得た。‘．2，作業工軽に就て

i)アランデル法今回の禰査に於ける作業功程を愛測と比較して見ると鴬

一一（8）－－J

夕

日

＆

1，精度に就いて

（1）縮尺4蔑分の1の航空篤眞より測定した5,000分

の1の森林園の精度に就いで・

航空寓眞より求めたる闘根縦の精度に關しては次

の結果を得た。‘

i)アランデル法
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直測量ほ日臓に於て外業.悶薬合せて；～；であった
筒之を地勢線描謹法によれば更に短縮すること'が可能で今

回臓調査腫行臓なかったが今迄の錘鹸に依れば寺甜
で出來ると種されてゐる。

3，民有’伽業案編成に對する利用關係に就いて
以上調査の結果民有林施薬案鰯成に於ける縮尺4菖分の

1の航室鴬眞の利用債値に就いて蕊約すれば次の如くであ

るo

(i，正確なる森林基本圃を溌製十る爲には相雷多敷の

圖根穀を置き測量することが第一要件であるが、航塞

富眞を利用する場合は嶌眞上任意の黙に多殴の岡根黙

′を求める事が出來る。その圃根黙の位置並に高さの精

廉は概ね士10mの範爾丙に入り筒今後は進駐軍より

、富眞原板の借用が可能になった爲その誤差を縮沙する

事が可能であるぅ

(ii)面積測定の範函は犬膣10ha以上の地域に對して

有敷である。従って現在の民有林施業案に於ては林班

面積が－應賢測の對照とされるを以てその漉畷鯛面積

測定に對しては支障がない。

（浦）複雑熊る耕地界等の周園境界の正確なる訓腱が必

嬰な場合はコツバス測綴を併用する事が良い、

<iv)民有林施業案編成に於て行われるコシパス測鐙は

小面積測鼠には適するが犬面敬の測愈には適さない。

この場合は總患的地形地物の位涜酌關係に狂いを生じ

この方法を以てすれば現在の作業が將來の測歎の基礎

となし得ない。從って航察篤侭を用いてその地形の骨

絡となる地形、地物の軍要黙を測定し、現地刺針の際

この主要地熱に標柱を建て燗來複雑なる耕地界等境界

査定を要する箇所はその標柱よりコンパス測量をする

ことが良い。

<v)航空蔦眞は測獄に使用する外、地況林況認査に併

用することにより現地の見取境界の記入菱正確にし林

況調査の功程を上げ、その糖度を高めることが出來る
J

しかし4萬唇の1の航塞篤億を以ては材歓の測定を寓

眞のみで行うこと.は困難である。

(vi)航塞篤眞は恒久の養料として随時必要に賑じて参
考とすることが出來、叉再測その他の目的に之彰利用

することが磯來る。叉森林の記録と1.て永逹に保存す

るこむが出来る。

(vii)近時現地調査に於て最も困難とする勢務者の問題

と食纈問題を解決することが出來る。

（23，7，29、

製材歩止りに就て第三報。
、

櫛形，皮板利用の經濟的關係
｡

松本勗
■

九烏武雄

、

ざ

唾ロ1 ＝

緒
一
三
巨

第二報に於て機形の皮板より仕紐板を．と悪事に依て或る

程度の歩止りを高める事を述耗たのであるが、一般製材し

た残りの慶材より時間と努力をかけて製品を取った寡爵§良

いか、或は其儘薪材叉ほ他の材料として安く賓却した方が

良いかを經濟的に調査考察せんとして、製品の債絡｡努繋

薪の倒絡、時間の關係等を調査し、以て之等を比較してぶ

た･

此の調査考察も第二報同綴に餘り債値あるものとは考え

られないが、第二報を出した篤、それに關聯あるも.のとし

て厚顔乍ら更に此の第三報を出す次第である｡0

筒本鯛査は昭和22年12月現在としたもIのである。

最後に先輩各位よりの御叱正と今後の御指導を願う爽第

である。

調査方法並に考察．

先づ一張り(6.6尺×5尺×5尺）の溌材を出すにどれ程の

原木箸要するか。即ち何石の原木から一張りの躍材を出す

かを調査した結果ほ約50石であった。

勿論此虚に言う繊鱒尚製函には使用し得るも､一般製

材では最早製品を得遙事ほ難かしいと云う程度のものであ

､る。

此の一張りの溌材は暦積にして'6.3石實飼さして9.9石
になる。即ち原木1“に對して19.8の割合である。

現在一張りの溌材は薪として7帥圓で賓却される。

次に素材丸太より一般製材により板類〈例えば2.3分叛〕

のみを挽いた場合には、スギ素材〈長さ12～1愚尺、煙10.0

～14,5寸、三等材〕一石を281圓とし、製品一石（2.3分板

幅1尺長さ6..0～6.6足三等材〕9錘圓とすると、調査

の帝譲歩』'二りほ“％であるから、素材一石から擬いた製品

の債格は

96個×“=釘8.4圓とな脅・
而して製品一石に就て之を板にする爲にほ約250圓を要

､

型

、

、
土

ロ
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・ 掻本・丸島息製材歩止りに就て

する◎依て素材一石がら挽いた場合の經費ほ依て之から鐘いた仕組板製品は
250圓×0.6＝150圓6石×0.257＝1.542石

素材一石の債格は郵圓であり、素材一石醤りの雑費を此の製品の慣絡は
27圓とすると、素材一石より2.3分級を挽いた場合の利益671圓×1.鼬2＝1034.7圓
は578.4圓一〔150圓十281圓十97圓)＝504圓となる。 此の場合は2〕の場合よりも能率瀞あがる故經費は溌材

一石蟹り150圓となる。
1〕素材丸太より一般製材のみを行い、溌材は薪材として，

故に仕組板生電ごよる經費樫賓却する場合。

今假に一日30石の素材を製材するものとすれば、前 150圓×6=900圓

記の結果より 依て仕組板製産による純盆は

50.4圓×30＝1512圓 1034.7画-900圓＝134.7圓

賎瀞は薪として寅却すると 筒一般製材による純盆“斑2圓であり更に之に利用し得

7"鳳演÷=鑓0圓”ぼ
ない溌材が3/5張りの70％残るから之を薪として寅却

依て､･1512園十420圓＝1932圓の利猛とな・る。、
-420圓×0.7=294'圓

2）職工並に入夫の激を2/3に減じ、認を以て皮板整理を 俵て此の場合の純益は
ダ行う場合

1512圖十134.7圓十294圓＝1940.7圓

此の場合一般製材に依る收入ほ／である。
'512圓×塾/3=ﾕ00埴'

‘此の時一日に生ず宕溌材鐙は 結 言

20石×0.198-3‘96行 以上’)、2)、3〕、の三邇りの場合に就て識査し考察し

溌材からの渋止りを25.7％とすれば(第二報参照）た｡姓の結果によれぼ壇3):の場合が'〕の場合よりも、僅
・3“石x0b257=1.01石か乍ら8,7圓だけ利益と云う結果繩た｡
躍材一石より仕組板を挽いた場合の經菱を160圓とすれ 従て3）の場合は認駄力謬｝る割合に利溢が少いとは言え

‘ぼ原木の不足せる今日出來るならば､単一の製材工場のみで
160圓×3.96=633,6圓なく製函の方も併置した方が國家經濟の立場より優利では

仕組板『長さ2.5尺未浦平均幅5寸以上厚さ3分以下ないだら5か。

三等材)は一石雷り①車償671圓であるから､仕組板達更に曲り樹等ほ相雷仕組板の歩止りが良好であるから､
鯉満した事による利盆は製函を併溌して曲り材等を製材せぱ、上に述べた利溢以聿

X

671圓一633.6圓＝38.4園とな‘るだろう。

然乍ら、時間的に鯉遜職ヱは一目に之の3倍の仕事をな陵材を板材と．して使用するのは全く惜しいものである・
ずから、若し適溌な條佛に於て行えば、函板の壊れたものは何虚かで燃材となるだろう。

38.4圓蒸3=115.2鳳が製函の方の利盆となる。依て隔尚鋸屑の問題も我友に数多くの使用法を教えて呉れる筈

日に製材するとして一般製板並に仕組板製材に依る利餐であるo<")
抵

原稿募”集
些鯉駈型轌辿璽圏×w6=1308圓と獲る。。 、論誘.評論､研究發表、紹介､随筆､文藝その他何
一薪代としての收入はでも繪繕です。

､原稿感長短を間ひ護識ん､但し成る可椴書きとす'
鯉掴十4286画2土堕=245圓となる。、ること。

》｡

2

＠取捨は編輯委員に鐙委せ願びまする
（式中0‘7は康材から仕組板を製材した場合の歩止り

｡摘載の分には薄謝を呈しぎす。
25.7％に、挽減を合せて30略とした力嬬である｡〕“～､鼻､~琴遜=~､尋～､～‐害~･…－－．

I剛書購入取次依て（2〕の場合の利盆は′
地方在住會員の梗宜を計って圃書購入の取次を致し蚕

1308圓245園＝1553圓である。‘
す。林業書ほ勿論どんな書物でも責任を以て斡旋致し

3）一般製材の職工人夫を減ぜずに新しく職工及び人夫を藍す、御遼懲なくどしどし御利用下さい。
著者、書名、發行所労明記Iﾝて定債と邊料を添へ』て

製函零門とする場鐸管
御申込下さ､､､(塗料資費以外の手敷料は頂き護せん）

此の場合の一日の溌材量ほ3/3張り（資穣は約6石〕

一 一（10〕一
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本稿の丙容は木材パルプに就ての簡単な解読と最近‘の通りであるo(単位噸）
一一二割,…唾‘

鼠菫匪］
に於ける業界の)伏況の記述に留める。

｜卿|雛バルウ･は一言すれば繊維の集塊であって原料植秘′
製法、用途等により翻糞･の名穂が附社られておるが此

虚では木材パルプに限定する。

｜麓::職篭'器“|‘:舅巽::
順年21年

f"望迎分類
用途により製紙用､化學用とする｡前者は専ら紙原｜昭和22年 -m－－蘆1-畠－－』

鍔，後渚は人絹、スプ、セロファン等の原料となるO'即ち戦前の2－3割程度の回復をみるに至った動
製法により機械的パルプ及び化學バﾙブに大別し､前者パルプ・用ﾎ樋●
抵砕木バルブ（グランドパルブ）褐色癖木パルプ．、アスプパルプ用樹種については製法各論の項で述べる。パルプ

1噸生産に要する用材録は大約下表の邇りである。

（…種類陣木，ﾗブゞ 豊譲総
用材澱(石）10～112020～2123

最近のバルブ材消費量を喪家統計により見ると本年度が

ルブ用材は5,938,000石の割営であって、この割篭は近き
將來焔へる見込臓ない繩である｡,これは同年度の全ての
用途に鋤する釧営戯の約8.4％に瓶雷する。從って本年度
は順綱に生産され上ぱ40"t程度が見込まれるわけである
バルルァ･各論
■－

（1）篠木パルプ（グランドバノ尾プ）

木片を砥石で掛氷しつ上摩擁すると木粉が乳状に得られ
この際熱水を使用するど木粉粒子が織維状となる。この操

ルシドパルフ･等に、後者は亜硫酸パルプ･〔サルプアイトパ

ルフ．、ツー亥パルプ、硫酸霊バルブ〔クラブ1､バルブ〕等

に分類される。筒各パルプ共漂白麗理の有無により晒何港

パルプ、末晒何盈パルプ等に虚別する。

巻

心

謀國木材どき上Z工業の沼蕊

、木制･パルプ群日本紙に初めて混合試漉したのは明治17年

であって、叉該パルプの生産は同23年靜岡縣氣田で王子製

紙工場が亜硫酸法で第一歩を印した。其の後各製紙會献が

冨斌需要紙料の自給を闘って多撤パルプ工場の設立を見た

が何れも小規模であって、バルブ工業が濁立して大企業的

職を見るに至ったのは比較的近年に鴎する。その後幾多

の消長を經その生産の最盛期ほ昭和17年頃･約140禽噸）

であって、今敦大戦の結果外地工場′殊に樺太・の喪失、

丙地工場の戦災、併せて森林資源"窪遷化等の原因に基き

大戦直後は生産減の極小を乗し漸く最近帯躍の軌道運轤に

より立直りつ坐あるの現況であって近況を統計で示せば次

砕氷法ェ程（第’圏〕

作を更に磯械化じて得るパルプが砕木パルプであって繊維

陳鼠長の;~:震度のものであるが雛東のもの或臓箪繊
維のもの種公の混合物である。機卿こはポケット式、キヤ
タピラー式の二種があって前看ば不連績式、後者は逵領式

～

〈 〉
＝

I 卜誇’ パルプ(職ﾂMﾉ”｡)‐スリパg-‐
ズグリーン

秒造機デ{ｿかリブヲー調水材
粗送淵砂

砕芥， ｿ方ｲﾁーｹ゙ ソル健一

精辞‘
－ －

（譲者）挫林技官・林業試溌場

一〔11〕一
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米 澤：木材パルプェ業､

である。

砕木石は砂岩系の天然石の外、硅石粒をセメントで固め

たものも用ひられる。篠木の理は熱水で温められた木材が
夕

繊維噸間膜〔主としてリグニン〕の軟化により、{卒木石面

､に凸曲した砿物粒子により掻きとられてバルブとなる。そ
の際の損失とし-こは温水可溶成分、短小繊維、末藤物等に

よるものだ、その本質は木材と何等異る事無く、收率80-

90％、バル･ﾌ゙ 1t懲り所要電力量は大篭1750KWH程度

である。得られたパルプは軍濁使用されることなく長繊維

の亜硫酸パノヒフ･と混合して、更紙、新聞紙〈一例曄木パ

ルプ80％、亜硫酸パルプ20％ノ等を製造する。使用樹種は
、

出来るだけ着色少き長繊維材が鮭適で､現在ヱゾマツ，ト

ドマツ、アガマツ等が使用‘されておる。

附('>褐色砕木バルブ・
戸

、木赫を騒碑する前に高温度蒸氣(160--165oC)で蒸し、

その喋生成する酸類によって多少非議維素物箪を溶出し、
若干軟化させ磨俸＃-ると比較的長繊維の頚靭パルプが得ら

れる。然しパルプは褐色となるため主として包装紙用に供

される。現今蒸氣消饗量多量と厳るため餘り行はれていな
い｡

●

リ威2》ァ亥プルンドパルブ

これば新しい磯械的パルプ製造法であって、前述の呼木
法に較べ動力消喪が少く繊維が損傷されない優黙がある。

要領は木材チップ・を水分<40-50％）の存在で160-

180oCに加熱すると著しく細胞中間膜のヅグニンが軟化す

るので.この高温状態で織械的に磨捧すると動力消繁が少
くて容易に繊維に分離する原理に由る。生成パルプ中の繊

亜疏難法エ窪 (第2脇）

－

維は切断破砕少<割合長い嵩高なパルプが得られる。パル

プ收量は92-96％謹更で主として瑞典､米國等で行はれ
てゐる。

（2）亜硫酸パルプ〔サルフアイトパルブ）

この方法は18弱=孔867年米國の化學者B､C.Tilghman

が英厩&寺許を模倣して木材を原料とし亜碗鰯鋳液叉は重亜
刷鯉轤を添加せる溶液を以て蒸煮したのが初まりで、其の

●

後瑞典に於いてQD.]mirmnnが震亜研繊マグネシアを以て

亦材を蒸煮す-る方法により1874年Begvikに工場を建設

し、翌年485tのバルブを市場に逢ったのが初叢りであつ

ﾉて、其れ以後A・班itsmlerlidhは低混長時間法をmtter及

Kelinam･雨氏は高溢急速法を案出し今日のパルプ工業の基
礎を築いたc

本法は早く北餓に雲達し、次で各國にその隆昌を見、今

日最も一般的大規漠のものである。使用原木は特に樹脂分

の少いものが好ましい｡製法の〆略を述べると先づ原木を
剥皮しチップL12x22x4mm)とし：これを蒸煮鯉(邇繕

木驫と穂し､耐酸凍瓦の丙張りをした鐡製朧)に充し､他
方硫黄と石次石を原料どして製造した蒸煮液と共に130｡U

－1“℃,12時間丙外蒸煮する。これにより繊維結合物質

が可蒋性となり溶出し繊維が残留する。鯉液と分離後良く
水洗して未晒バルブを得る。この庵理によりペントーザン

リグニンは著しく減少し繊維素の%は増す｡勿論このま人
製紙用として充分使用し得るが漂白して純白な晒パルプと

なす場合もある。殊に化學用バル宝として人絹人繊等の原

料に供する場合には化學的純粋（“繊維素88％以上〕なる

を要求し，従って璽素魔理。アルカリ鰯理、漂白、水洗等

瀞 旗一園→岡→岡→脛H忍→豚泙|榊哩ﾄ殉ﾌﾟ照一目湖,”｡”鱗…鎖“乾潔暴溌
1

読 液

チツ

ー

脱水 秒蓮
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米澤：木材（ルプエ業！

を完分に行って初めて所期の物が得られるb今亜硫酸法蒸

解及び精製工程を闘示すれば第2圏の邇りである。

晒亜硫酸バルブ･1t堂り所要藥品量は大鐙

石灰石200-220kg,騨素15kg1噸綴70kg

苛性ソーダ30kg石炭3-5tである。

生成パルプは直ちに製紙用に供する場合は別であるが隔

地に塗る場合はシートパルプ（60x700m)とし400枚丙外

を1梱とし、8梱で“して坂扱ふ。先にも述べだ如く製

紙パルプは謹靭繊維たる事を要求するが'､化學用〔人絹人

繊用）のものは繊維素的純品たる事が要求される。次に我

國及び米國の人絹パルプ分析値を比較獺示する。

昭和22年度〔1－m2月)亜硫酸法パルプ生産額(米噸）

一年一一一

會祗名’ 製紙零銅零1洽計
一一一

’人.絹パルプ

北越製紙

國策パワレプ

興國人絹

日本パルプ

王子製紙

東北振興
其他

2,268

15,578

4,773

834

4,879

6，63318,9m
7,57923,157

10,7065,9331
5,2釘6,081

36,99736,997

19,8731型7砲
2,972ヤ 2972

－－－一 －－－－－－

8"361113,568計.|28,3321 '

（3）ソーダ法

木材をチップとし、7％丙

外の苛性曹達水溶液と160.

-17000で4－5時間蒸煮し

てパルプを得る方法で化學的

パルプ製造法中最も簡軍齢方

法であって、薬液作用の謹烈

糾
一
ど
っ
っ

ｅ

詮
罐
溶
融
櫓

、

樹

え
．
あ
鍵
恥
鋤

Ⅱ

０
１
１
１

’ 樹種分%|"-藩鐸 β一驚識素第
凸
上
ｌ
Ｕ
且
９

％

“
“

池
８
８

％
６
４

癖
蝿
姥

工場又ほ窪地

國策パルプ

興國人絹

東北振興
,秋田工場

I米國
i,"

0.371

0.25’

038

0.n

0．11

88．1

88．4

ど

8器
91.5

91．5

６
９
１
８
１

●
●
今
凰
今
守
●

５
４
５
３
４
－

7.89 0.32

004一
一

F

’

0"08
I

性から原木は鐵種を選ばない

生成パノレブの特徴は柔軟褐色
繊維で和紙及濾紙等に好適し

諭灘違法工程使用原木は光に蝉た如く藥液
の特性からして樹脂分の少い材が

奪ばれるが．本邦にてはタウヒ鴎

モミ属、ツガ闘次でマツ扇カラマ

ツ脇であって、この外ブナも東北

で相雷鐡使用されておるoマツ類

使用の場合充分シーズニング〔極

積して大氣にさらす）を行はず生

材を使用すると蒸煮後の諸工程に

於いて樹脂（材中樹脂及びその鍵

成物）の靹着性のため霞増の障害

を惹起する外、人絹パ，レプにあっ

てはｲ鐸的障害をも引起す。最近

本邦各工場共貯水量の減少〔極端

には2－3週間分程度）の篇樹脂

障害（ピツチトラプル〉により著

しく操業悶難を招來し、その解決

lこ努力じておるが、根本的には貯

永量増大にょ湯外無痛亜硫酸法
パルプの各斌別生産額厚次の如く

である。
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灰窯→生雇灰

I〃ﾄｽヶﾘー ﾝ

ﾃ礁簿
→バルブ2-歩

肺畷鏥離叩解

’
林野局編・林友會發行

林業統計要覧
繍解棚尋呼謬→騨計

L→函→唖"一ﾝﾄ暖パ〃ｼーﾄ
耽永秒造、

一<13〕一

》勢2:瞭定債5"圓‘
戦後最初の最權威林業統計

申込先本會宛
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米 澤：木材パルプエ業

ておる、今日苛僻曹達が高領なため回收を考慮してのその
損失のため他法に比し不利であり現今先に示した統計で明
な様に窪演少ぐ主生憲法ではないが､簡易に煙行し得る利
職があり小規漠緬離して密存しておる-然'鱸來海水の
直接電解法が有利化さ調ろなれば本邦の如き四面海に園ま

無た所では大いに有望頑きれるに相違ない。
I(41〃ラブ1､法（硫鰯癖法》

：本溌ぱr3)のツー涜法に於ける苛性曹達の節約が勤輔と
なって發達し今日の隆昌を見るに至ったのである-1979年
Dahl氏により芒硝′硫鍛曹達）を曹達源とし子の製産篭
の低下を測らんと試みら紅1907年初めて工業化された‐調
木及蒸煮工程は前礫を大同小異堵おるが回收&工程に於い
て加へた芒硝が硫ｲ噸篝に蕊元され苛WI噌達と共に非繊維
素物硬を溶出するのが特織である．生成パルプほ惣渋のそ

れに鮫電し<辮靭なのが特性で､その意味で"ﾗプ'､(濁
乙語Kx縦t即ち弧い意）パルプ、出來る紙をクラブ1､紙
と呼顯する｡工程群圃示守れば鱒3圖の如くであろう

本邦では大正4年元樺太落合に太法による工場が初めて

設立された｡現況は次表の如くである。

愈謎名生産能力(t/月)(2"3月調）
國策ペルプエ桑1,500

高崎板紙1,200

大昭和製紙625
巴川製紙45O
北越製紙、300、
三菱製紙30O

安倍川工業300
軒，4,675

昭和22年の生産慨績は先の統計に示せる通り12,230t/年
であって僅かIこ能力の2割狼に過ぎないn
本法の主蕊黙は薬品回牧であって、その概襲は蒸煮によ
って生ずス廃液〈多獄のア‘1カリと有騨勃を含む、即ち黒

液を先づ嶋縮と､次で矯澆する、この際回收不足曹達を補
充するため曹達鱸として有素IIな芒硝を加へ廃液有蟻物の炭

ｲﾋにより酷戒する溌棄によって還元し硫化曹達浜なり，一

方溌漉中の曹達ほ淡職曹達となるが得られた』飼熱鵠臓一旦
氷に溶解した後轆石灰で苛脚:化して苛側曹達及び硫化曹達
の混合欝液'白液､となし蒸者液として繰返し使用ずるわけ
である蒸煮液中の硫ｲﾚ曹壷は温和な作用によりリグニシ

除去に有邇であって、この鋤前法パルプに比じ劣産費詳低
下させる外強靭パルプ力零られる理であるへ今パルプ1t
篭りの使用原料彰示すと犬彊次の如くである勺
原木20石、奇伸曹達50k属芒硝250k輿、
生涌爽“01噸．石灰ユ.5-2t"

蒸煮液中の主有效成分は大略苛掛曹達45～7“Z耐上

曹達10-3C呉ﾉで前若力稲多の場合ぼ(3,法と大差なきパ

ルプとなり、後者過多広る場合は蒸煮緩喚となる。蒸煮ほ

160～170Cで4－2時間で充分である。蒸煮により諏友の

悪異臭ある確化物を牛ずるのも叉木法の特徴である。先に
述ぺた如く廃液'ま循凝使用するが一般にその回收率は80-

90Qf〈であつ･に、不足分が芒瑚及苛眺曹達によって補充され
るわけである今･パルプ收率は4550零で生成入ルプは茶
褐色狸靱であるが漂白困難なため包装用紙漁に多く使用さ

れておる彰来園では漂白し’人織用に供しておる識である
が我國では試みられておらぬ、

副姫物として瀞脂材｡（例へぼアカマツ、使用の場合礎ガ

ス中よりタペンチン油．溌液より樹脂石鹸等力鴇られ、

後者は蓋干精製すれば製紙用サイズ（イン〃の膠み止め）

に充分使用L得る。

台諜崗寡業廻將來
原木についてば既に述べた如く近年その使向'戯は用材愛
の数⑭'に達しておる。且づその約竿避の木材質は殆んど未

利用の震液と’て棄てられておるのが現状である。一方成

品に響する要求としては、製紙用パルプ侭張靭性を、化竪
用パルプは繊維素的に均一且つ純粋が要求される。このペ
ルプ收率と成・間に對する要求度は現行法が最適にバランス
されたものであるか否かば少くとも製紙用に於てほ可なり

研究餘地を認めるもので換言すれば更に高收率で狼靭パル
プが得ら致てもよいわけである。勿論工業上からほ經管,薫

り

ラシスを失するわけにはゆかないが。最近この主旨に沼ふ．

亜硫酸愛法が一部工場で蜜施されN.S.P.法《NewSulp-

IliiePulp,と稗されておる。尤も米國では古く行って居つ，
た綴であるが我が國では戦後G.H.Q.マードツク氏の助言

により始めらわた方法で．要領は高濃度亜硫發蒸煮液を殿
ひ低温蒸考を行ひ比壗的若煮へのまL釜から出し、其の後
は機械妬臓理を潟度にｷふ方法で、從來の亜硫酸法より更
に狸靱パルプ孝高收率(50-55％で得ており、新聞紙中の
亜硫酸パルプ混合率を從來の30％から20｡‘に低下して街充
分の渥鱈を保持しておる事資から見て更に研究を要する既
題であるへ

將來の問題として膳液利用であるが、この紫照となるの
は蛍面亜硫駿法に限られておる。慶液はパルプ1t生産に

對し3t(木材の50I!3が溶解しておる〕生建される。現今
の利用状況は極く一部の工場でこれ寄瀧縮して25-30･B'e･
の物と’し鉢結測（主として加工艇の淵儲割）に利用して港・
るに過ぎない。

亜硫酸稜蒸煮溌液の組成の一例を示すと次の通りである
(軍位撰〃、

比軍1,048途固形物111次分u
有棲物100揮發性有溌物ユ槙脂及油脂6
．組蛋白5，全糖蛎20（丙醗酵僧職類13）
リグニソ58タンニン8

上表で特に注目すべきは量的にリグニン及糊類殊に醗酵
性擁蕪である、只前者についてはその化學鵜遥及特牲が阻

碓を峡<･ため系統的研究藍著し<困蝿こしており惟來迄
粘結割ワニリンで香料）洗割可塑物其の他多種←用途
が見出されておるが殆んど工業化されるに至っておらぬっ

辮撹蕊鱗砺國機篭綴慧嵯
來春生達開始溌定､。
要之戦前人絹人繊の好潮に棹さしたバルブ工業の隆昌は
今次大域の結果、設備の損耗及諸賛材歸輯こ木材石溌》の
生産減に禰され、一時は人絹パルプ生達ば皆無製紙用ベ
ルプも緊急儒要を禿すに過ぎざる程度まで生産ほ低下した’
のであるが．漸く今年蕊りから傾斜生産にあやかつて逐次
立直りつ上ある現況でおる，然し人件費鐘ぴに諸費材の高
鵬はやがて來るべき貿易再開を鍵へ箸し<パ・プエ業の髄・
途に暗影を投ずるものと言はなければならない鳴呼失賦
れた山林は再び還らず他山ゐ妻､我舞は有るものは最高産
に活用し溌液を利用し本工業の確立を計る一方．山林殉
に放棄せられる末木枝條&有敷に利用して林地の生窪挫を
高める事を識盈林達技術者として龍然なさねぼすまされな
い問題である。（諺〕
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1 トラクター
種材法･の紹介

』

~

小 島幸治
ご
戸

装蒲してチヨーカーの自由端をトラクターの牽引桿に迩結
するか、或は長さ約6次のチエ戸ンの先端に取付けられた

掴鉤(Gral)plinghooks)を丸太の一端に引掛けてチェーン

の自由端を下ラクターの鞠I禅に連結し、然る後に'､ラク

ターを走行させて【jXを集材地黙迄曳行する方法である。

チョーカー叉ほ掴鉤をトラクターが一度に使用し得る数

の二倍だけ用意し、1･ラクターが丸犬を曳行して集材地熱

に向って出發してから次回に運ぶべき丸太に鐡着する迄の

間に､其の丸太に装論して置くやうにすると能率が鼬､参
或る例に於てキャタピラ←・ヂーゼル75型トラクターは

毎回5000ボード、ブートの西方黄松の丸太を曳行すること．

が出來、ギヤタピラー・ヂーゼル35型トラクターは毎回

180()ボード・ブー1､の同樹種の丸太を、8時間に付き13カ

戸ソの燃料消費雫に於て奥行する事が出來た｡
キャタピラF-曾詠のヂーゼル35型、ヂーゼル5理、ヂー

ーぜﾙ75型各1,ラクダーの要目を示せば次の如くである。

『蓮材」といふ言葉ほ淡激様盈の意味で用嘩られて居る
‐頓 ‘翼

が、私は此の言葉を本稿に於ては最も匿い意味で用ひてゐ

る。即ち、集材､狭義の蓮材､及び之等に必然的に附随す
．る諾作業の總穏の憲味で用ひである。

北米大陸に於ては運材作業の重要溌一手段としてトラ〃

fグーが盛に使用されて居り、また猫迩弛方に於ても1､ラク

歓一は蓮材作業用磯械として相穫に慨値を認められて居る
塾の他、中央アメリカ、メキシコ、アル‘ゼンチン、イギリ
ス、インド、アフリカ、フィリッピン等の各地に於ても、
子ラクターが運材作業に使用されて好成積を蕊げてゐる場
合が少くない。

斯くの如くトラクター蓮材作業の地理的分布は極めて魔
轆箇に亘って居るから､トラ"ﾀーは上述せる以ﾀ,の地方
に於ても蓮材作業用磯械として有利に使用さ郡る可能性を

晴して居る、と云ふことは容易に猟擦される。．
以下に於て、上述せる地方の代表的トラクタ皇蓮材法歎
･罐に就き。其の概要と功程の湊例を紹介し且つ二三の泓
見を附け加へて、林業技術家諸賢の参考に供する蕊とする
記述せんとするトラクダー運材法の中で未だ適臘な日本

綴の名稚を持だないものには､便宜上筆者が假の名稲を附
した､諸蟹の御教示を識け郡は幸である。

筒ほ本稲はNelsonCourtkmdBrown氏の著書に依った
薮が多い。記して敬意を表する次第である。

1，ラクターに依為直接地曳集材法
(Dir"tgroundskiddingbyuseoftmctor)

ワィャーローブ又ほチェーンで作られた、ヂョーカー

･殖qnok")と呼ばれてゐる一種の緊諦装置を丸太の一端に
第ユ圃チョーカーの一例

＆

〃

1

(ネブラ丞力試溌に依る）

チヨーカーを作るワイヤーロープは、北喰大陸に於ては

中心瀧入19本線6つ撚りのものが推奨されて居り、此の他
に24本線8つ撚り、27本線1蝋り等の型式のものを使用さ

れて居る。19本線6つ撚りのものを使用する場合に侭、ｷ

ﾔﾀピﾗー･ヂーゼﾙ3迦ﾄﾗ"ー用としてば:吋.ヂ
ーゼ,‘5唖朋としてば:雌､鍍ー喧ﾙ7理隔どし種:朧:吋
の直鯉を有するプラウ鋼製のも‘のが用ひられてゐる。細い

丸太を集材する場合にほ、ワイヤー戸一フ1のテヨーカーよ

りもチェーンのヂヨーカーの方が適して居る。極めて直徳
炉

の小さい輪にした場合に、ウイヤーロープは藩しく･切断さ

れ易くなるがチェーン樽何等鰻度を戦じないからであ

る｡

．-雪=＝

－－－

■

〔繁署）國際基督教大學研究所研究生
I

』
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小 島：1．ラクター運材法

トラクターに依る曳板集材法．

《Panskid<lingbyuseoftractor>

丸太を、直接池曳集材秩に於けると同じ方法でトラクタ

ーの牽引桿に邇結し、その罰端をr曳板』(SkiddlngIMInノ

と呼ばれてゐる板状の一種の織の上に乘せた意土、集材地

熱迄曳行する芳法である｡曳板ほ普邇厚さ約1吋の鋼鐵板
で作られ、上向きに反り返った前端部に短いワイヤー惇戸

プ叉はチェーンを有して居り、其れによって1フ〃ターの

牽引桿に連結さ証て居る･

集材する際には、丸太詮トラクターの牽引稗に連結する

だけでトラクターを發車させる準備が完了する。何となれ

ば，曳板はトラグターカ誰行を始めると共に全く自動的に

丸太の前端の下に滑り込むからである。

或る例に於ては、キヤタピラー・ヂーゼ:ル50型ネラクタ

ー謹鍾用し'鱈間に付曹老力厘ﾝの割合でヂー蓬ﾙ燃料
を消費して、毎回3500準一~ド・ブートの米扱丸太を曳行す

る事が出來た。叉同型のトラクターを使用して一度に4500

準一F・ブートの米松丸太を曳行したとい逸記鎌もある。

キヤタピラー・ヂーゼルガ5型』Y､ラクターに依って毎回60“

翠一ド・ブー1．の西方黄松丸太を曳行する事が出來た国

曳板は邇常、最大牽引馬力50馬力内外のドラク盈一には

長さ6爽幅8呪のもの．35馬力内外の矛ラ〃ターには長さ

5爽幅6呪のもの．密馬力内外のトラクターには長さ6呪

幅9爽のものが使用されてゐる。

曳板集材法に依れば、直接地曳集材法に依る場合の鎌に

丸太の前端が地面を堀b進む事は無いから、木材の前端が

損傷を蒙つたり砂や泥にまみれたりする事力無く、また曳
板は接地面が平滑であり且つ普通の車輪に比べて接地面積
力極めて礎いから地面は荒らされるよりも寧ろ平らにさ

れる傾向がある。丸太の牽引抵抗は直援地曳集材法に依る

場合'農りも減じその結果として約30％だけ重い丸太を曳

行する事が出來る･1

1､ラクターに依る-パムーマー集材法
<Eummerskiddingbyuseoftr|aQtor)
／

トラクターの後部に車輪の直麺30吋内外の1軸2輪集材

車叉は前後遊獄輪の直通各糞30吋丙外の無限勤證型集材車

〔之等はパムマー(Bummer)と呼ばれてゐる〕を蓮晴し､其
の載荷臺の上に丸太の一端を載せてワイヤー百一プ或はチ

ェーンで載荷蓬に緊締しトラクターを走行させてプI太を

集材地熱迄運搬ずる方法である。此の方法に於ては丸太の

バムマー上にない方の端は地上を曳摺られるのが普通であ

る◎
◆

一定重量の丸太を載せた場合，表.L､マーの蕊湯I抵抗は曳

〆

板の其れに比し遙かに小さいから、同一のトラメターを用

ひればパムマーの方が曳板に比し一度により重い丸太を蓮

搬する事が出來る．然し乍ら丸太を積込む爲には、曳板を

用ひる場合と異って特に入畜力叉は磯械力と時間とを必要
A

とする。

トラクターに依るウインチ集材法
(WinchlOggingbyuseoftmbtOr)

トラク顔一に箪胴、2胴、或は3胴のウインァを坂附け

トラクターの主観観の動力を動力坂出軸に依って之に鱒へ

て駆動し、動力蟻蕊集材作業を行ふ方法である。純粋の動
力鐵索集材法が、支柱を用ひない様式(地曳式）支柱を嘩

用ひる様式(釣上式)､及び主柱と尾柱を用ひる議式(染空

式）の三溌式に分類され得ると全く同様に、子ラ〃及一に

依る方法も此の三嫌式に分類され得る。

どの糠式に於てもウインチの操作は}トラクターの逼蕊昔
によって行はれる。

地曳式に於ては、ウインチのワイキー画一プ朧人力で繰

出されるか或ほ状況が許す葱らぱ蓄力侭よって繰出される

叉集材地熱に滑車を寂附け、之を經てワイヤーロープ詮繰

り出せば、ワイヤー戸．｣プの先端が何れの方向に在っても

'コープは常に正しくウインチのドラムに巻き取られる。

トラクターに依る地曳式ウインナ集材法は、トラクター

に依る直接地曳集材法又は曳板集材法と結合させる事が出

來る。即ち、丸太をウインチによって1．ラクダーの直後ま

で曳摺り害せ､次にウインチのドラムに制動機を作用させ
てワイヤーロープを固定し、其の盛トラクターを走行させ

れば直接地曳集材法となり、此の際トラ〃顔一が曳板を牽
引･して居れば曳板集材法となる。・

ウインチの巻取り速度は1､ラクターの第一速度よりも可

成小さいから、ウインチのワイや一戸一ブに發揮さ江る最

大牽引力はトラクターの牽引桿に於ける最大牽引力よりも
可成大きい。

ウインチ集材作業に用ひられてゐるワイヤーロープとチ
ダ

ヨー芳一は、キヤタピラー會斌のヂーゼル35型50型75

型の各ﾄﾗ,翼－1こ對してば夫套直璽:吋｡:吋､1吋で
19本線6つ撚り、中心廓入り、プラウ鋼製のものである。

ドイツ地方に於て1925年頃、トラク豪二による地曳式ウ

インチ集材作業の篤の補助器具が考案された巷それは後端

の開いた罵平な舟形をした鋼鐡製の擢であって，宏定を良

くする馬に上側に横木を有し、横木の雨端下側にはスキー

の先端の如き形をした極めて小型の橇が収附けられてゐる

これは丁度水上飛行磯の翼端フロー1.と同じ作用をする。

此の補助器具を用ひて集材する場合に職、蓮ほれるべき
丸太の左端をこれに載せ、其の先端に装着されたチヨーカ

一〔16妄
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小 島：I、ラ〃ター・蓮材法

、

－の自由端を橇の前端に垂直に取り附けられてゐる小滑車

の下側を邇してウインチのロイヤー官一プに連結し、ウイ

ンチのドラムを廻韓させて丸太をトラクターの傍に曳き寄

ぜる。此の方法によって、直接曳築材法に對する曳板集材

法の利益と全く同織な利益がもたらされる。但し此の器具

をトラクダーの傍から汰の先端まで運ぶ爲には特に人力

叉は蓄力を必要とずる･

米國の西部オレゴン州に於ける米糖檜､米松、米栂の伐

瓢しに際して、2胴式ウインチを装備したキヤタピラー・

ヂーゼル75型1､ラクターを使用し、1週間に5日間作業を

Lて、1月15日から4月30日迄の間に約6000000ボード・ブ

ー1-の丸太を釣上式ウインチ集材法によって業材する事が

出來たつヂーゼル燃料の消菱率は8時間に付き約14ガロン
であった。

トラクターによるサインチ巣材法を用ひれば，トラクタ

←自鰡嘩到達し得ない溌な嶮しい山腹、黙谷、潔地等の場
所、域はドラクダーが立入るのを不利とうる錫所にある丸

太を、動力鐵索巣材装置によってトラクターの傍まで曳寄

せる事が出來､集材装置の移動はトラクターの良好な鐵動

詮と韻大加牽引力を利用して、純粋の動方鐡索渠材装置に

於け愚よりも著しく容易に行はれる。

・フエアソーI琴・アーチ集材法

(R'irlK'darcl,loggirt)

集材されるべき丸太の一端にチヨ戸カーを装着し、サイン
や

チからフエアリードを經て人力か叉は畜力によって引出さ

れたワイヤー戸一プの洗端の鉤にチヨーカーの自由端を連

結する。次にウインチでワイヤロープを巻取り、丸太がア

ーチの下董で引寄せられ更にその前端が吊上げられたなら

ば、ウ蔀ンテの制動機を作用させてドラムを固定し、丸太

を其の状態に保った儘トラクターを走行させて丸太を集材

地鐵迄曳行する。小さな丸太は數本、時には10本以上も一

度に集材され得る。アーチで蓮ばれた丸太をアーチから卸

すに際して或るチヨーカーがプI火に邪魔されて外され得な

くなるのはよくある察である。こ!’しを自由にするに朧蒋邇

二つの方法が行はれる。一つはウインチの画一プを鐙取っ

て未だチヨーカーを外されて居ない丸太を前方へ曳<方法

であり、他の一つは、ウインチのドラムに制動強を作用さ

せてワ打ヤー戸一プを固定し、チヨーカーが自由になる霞

で1､ラクダーを前進巷しめ、然る後に少し後退せしめてチ

ヨーカーに弛みを輿へる方法である。前者によれば､･操作

は簡箪であるが、テ匡一カーがブエァリードの所で鍵れ合

ひそれを直すのに餘分の時間と努力を饗さなければならな

い事が起り易い。

ブエアリード・アーチ集材法によれば、プL太をアーチの

傍に集め、積込み､集材地熱まで曳行する仕事をトラクタ

ーの蓮韓者一人で行ふことが出来るの承ならず、穣み卸も

ほ極めて迅速簡軍に行ほれる。叉､ﾘﾊ蘂地の地況に封して

ば軍賑式ウインチ集材装置と同溌に大きな適懸性を有して

ゐるo

ブニアリード・アーチ集材ｲ'鐸の或る例に於ては、ヰヤ

数ビラ-75型トラ〃グーは1浬の澱怪を40分間で一磁夏し

毎回4000ボード・乏・-1-の丸太を運搬した，また他の例に

於て同型のトラクターは鶴毎劃5000-?0”ボード･フード

の誹【大を牽引して8時間に付き30ガ戸ソの燃料を消費した

トラクターに依るヅゴン迩材法
-(HkmlinglogsIFyIBeoftaot)randWIgo"/

無限軌道型或は車輪4箇以上を有する車諭型であって、

丸太を完全にk曳摺ることなしに）積載し得る被牽引車<之

等はワゴン<Wasonjと呼ばれて居る）に丸太を職域し、ト

ラ〃蕊一によって之を牽引して趣材する方法であって、此

の方法を資行する馬に朧丸太は溌ら適臘な場所に集められ

る必要があるフワゴソは必要に鰹じて、1蕊が使用される

事も:あり叉敷塞が蓮結されて使用される事もある。

此の方法にfよれば､直接池曳蠣材法，曳肢礎材法，パム

マー集赫法及びブエアリード・アーチ集材法による場合に

比し、丸太の獄卸しに多くの力と時間とを要するが牽引

抵抗ば最も少､､から、長距離の運樹･に》虻は之等の方法に

東

■
垂

車鎧後部に箪胴式ウインチを装備した1.ラククーとフヱ

アリード。アーチと呼ばれてゐる集材車を使用する方法で

ある。ブエアリード・アーチほ、郷蕊製の丈夫なアーチと

突張り材を躯装したパムマー型の被牽引車であって、アー

チの頂上叉は突張り材の上端にはブヱアリードを備へてゐ

ろ｡ブエアリードと云ふのはトラクターの､ツインチから引

磯されるワイヤー画一プの邇過位霞を規定ずる装置であっ

て‐邇常3箇のローラーと1箇の枠とから出來て居り､2箇

の画一ラーはワイヤーwコープの邇鑛を左右から挾んで略為

垂直に、他の1箇の戸一ラーはワイヤー画一プの通路の下

側に水平に、夫舞枠に取附けられてゐる。ワイヤー画一プ

稔長さ約-0-r0米であって、其の先端'こ鉤を有して居る。

司

I

第2燭プエアリード･アーチ集材作業
－－

〆フエッ'1－F．』

集材する場合には、先づトラクター善停止させて置き、

一（17〕一
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小 島：トラクター蓮材法

よるよりも有利である。

トラクターが丸太の讃卸し作

するのを避ける爲に、1蕊のト

業の間停車して時間を空費

ラクターに對してワゴンを

2組或は3組使用し、トラクターが常に室車か賓車の牽引

』こ従事してゐる機にする事は屡掩行はれるC

l･ラクター橇運材法

(TranSpOr趣廿onoflogsonsledspulledbyt唾⑮tor)

我が國に於て使用されてゐる所謂「′ミツ橇」2墓を前後

4こ結合した如き形を有し、而も極めて頑丈に作られた複式

織に丸太を完全に談戦し､之を蝋選蓮結して無限軌道型ト
ラクターで牽引する方法であって、ワゴン運樹法に於ける

と同様に、丸太は前以て集材されてゐる必要がある、道路

は専用のものを設け、氷路或は氷雪路とする。

此の蓮材法は、北海道及び樺太に於て大正の末期がら昭
和13年頃迄資行された事があり、それに關して詳細な邦文

の報告が種糞發表されてゐるから、本稿に於ては原理を示
すのみに止める。

トラクターに依る.奥修羅運材法

(Trailinglogsinollut"byuseoftmctor)

丸太を修羅上に乗せ之をトラ〃茅一によって移動させて

蓮材する方法であって．普通の修羅集材作業を行ふには傾

斜が緩やか過ぎる地方に於て使用されてゐる･修羅は普通

製材叉は丸太で作られ地面に設置されたV字型修羅を用

ひ、時としては其の爾繊に丸太の防材(rtndtr)を収附け
る事がある。

、蓮材する場合には、先づ丸太を修羅に溜うて集め、之等
を修羅の上に互に前後の端を接して1列にならべる。次に

ワイヤーロープの先端に取付げられたL字鉤､-曳鍬､其
の他の適雷な金具を最後部の丸太に引掛け、ワイヤー戸一

プの自由端をトラクターの牽引惇に連結する。然る後にト

ラクターを修羅に淵うて走行させ、最後部の丸太を曳行す

るとどによって前方にある丸太を押し進める。

米國カリフォルニア州に於て、キヤタピラーに0型1､ラク

ターが長さ16呪の丸太28000ボード・ブー1､を修羅上に載
せて蓮撤する蕊が出來たといふ例賦ある。・

トラクターに依る丸太軌道蓮材法
(HaulingIogsovcrpoleroadbyu.ieoftracfor)

丸太軌道とを走行する特殊のワゴンに丸太を完全に積載

し之をトラクターで曳佇して蓮材する方法である、丸太
軌道は､雲細い丸太を端と端とを相接して地上に敷き連ねた

ものでその軌間寸法はトラクターが軌隙間を進行し得て

なほ少し餘搭のある程度である・ワゴンは丸太軌條の濤面

－

一

に適合する嚴な凹型断面のタイヤーを有する車輪を装備さ
れてゐる･

米國ワシントン州に於て行はれた此の方法の或る例に於

てほ、掴4沢の載荷塗を有するワゴンとキヤタピラー“型

耐ラクタァとを使用し、極めて嶮阻な変配を切抜けて、毎

回7060乃至10000ボード・ブートの丸太を搬出した。

蓮材伸業に於けるトラクターの使用方法は、上述せる9

種類以上にもなほ多欺存在し、且つ年と共に新しい方法が

考案されつ上あ､る。我が國の林業家諸蟹も奮ってトラクタ．

－運材法を研究され、各地方の林業に適懸した方法を案斑

される事を期待して止まない。諸蟹が本稿によって些かで

も暗示を受けられるならば鑛者の喜びとする虚である。

リ経に臨み、本稿の起草に敷舞の便宜を鎧與へ下さづた東

蟻鑿簔剛扇卿鎚臺鮒鰯鍛に雛んで"。、

本會取扱圖書
林．業技術難書第1，輯

田中第二著森林土木
第一篇林道の設計

A5版150頁前後定侭135m(會員に限りi20圓）

|篝総灘鑿耀鵠”内容

林道の擢威者たる氏力潅蓄を傾けた森林土木の決定版

用紙不足の馬め發行部敷が少b､馬め特に謹約の申込を

設けます、選約金30圓目下印刷中．二月下旬印刷完
了の溌定。申込先木曾宛

I

散清野博士調製・木曾版

轆舗誓丸太材積
B6版16頁良質用紙使用

定償32脚邊料(5部迄＞5圓

‐本會發行

表I

立

一

農林省山林局編(元興林會版）

木幹,材材積
定侭r(0回慧料5圓

富士出版株式會耽發行
一ご“一→凹 ～

表

衆談院識員永井勝次郎著

林 業の展望
戦後日本の林達を種燕なる観潮より再験討し蒋來の動
向を示愛したもの､林業人は勿論國民に旗<推奨し得る

縮{総患鰄:奮難騨．
B6版140頁定償80回邊料10H

・永樹趾職行
i

l

q

以上の圃審は本會宛御申込下さいI

I

L

一一
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森林利用横観、
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■
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画

●

（1）遡上嘩葎例へば亜硫酸で庭理する方法で原料と

してはエゾマツ､モミ､ﾂ､ガを用ひる｡(2>｡Zと塾_蝿理塗
この虚斑法は〃ラブ1萄法ツールフエート法であって原料

として楼材が謂用され、ツー覆法として硬木の利用も可能

である。(3)生化塁腿理法用材には硬水が主に利用され

今後厳く荊用される方法毛ある。(の鐘撫慾塗グラン
ドホ材として誠用し用材に捻材色の海､軟材が利用され
るo

酸及びアルカリ腿理法では通常繊維の形状を保持じ割合

純粋な欺態の繊維素が得られるが、リグ一翼分は溶解して

ゐない･用途としては充分漂白したレイヨン用原料の純悴

なるか-繊維業から､繊維板製造に至るまで腰範幽に利用さ

れ、鉦と云っても高級な證券耀紙から、屠殺用包装紙に至

るまで種盈要求に應じたものが作られる。牟化學虚理法グ

ランド木材法はその利雛として、滋理の簡易さと生産饗の

低廉さを有するが､一般に化學魔理法はパルプ踊材の約50

％の多鐙をしめ、その利識としては木材繊維の約75鯵を組

成するヘミ鋤腱素及繊維素を化學反應の弱い薬品で充分パ

ハ,プ化し木材組織繕造を保持してゐる事であるっ半化學虚

理法では木材を漣営に柔化し、次にポールミルで叩解し更

に機械的に細粉して鼠繊維として刑淵する､それ散にポー

ルミルの高蓮度回韓によ・り完全に単繊維素にし充分藥品が

浸蝕される事が必要である。蝿等の半化學戯理とグランド

ホホ鯵とにより製篭されたﾙプ臓裟飾廊細こ凧ひられる
が，張さの識が充分でない。此等の工程中の；化作月iには

硫酸蜜、亜硫酸製篭の溌液を利ﾉﾛまる事もあ愚。それ故樹

糎の選別、品質を考噸する必要は無く多くの製造業者は鋸

屑、化學魔理パルプの溌液を用ひて合理的に隷螢してゐる

孚化學虚理によるパルプ製遥工穆ではその化學反應力調和

であるため、通常用ひらｵLる張力化學反應虚理法により分

解除去される純粋な(z－鋳農素を，高率で回收出來る利黙

がある。亦竿化學虚理法はパルプよりヘミ繊維素とリグニ

ンを除去する事により織物シーツ用ビスコース製遥、

叉現今礎<利用讓展しつ上ある繊維素可灘物等の利用によ

り錘一繊維素の利朋收率を信勉てゐる。邇繕用ひる化學熾

（2）化學虎理木材の利用法

木材を素材として叉合成樹脂を注入し塵締して改良木材

として用ひる場合は主に材の吻理的機械論性質の利用及び

敵良を目鮪としてゐる瀦化學原料とし-こ木材を利用する

事も亦非鴬に意義のある事である。以下現今行はれてゐる・

木材の化學魔理利用の椴略を述ぺやう。

，太湖･の麓溌木材の乾溝工業は木材を原料とする化
學工業中最も歴史も古く、叉最も一般的であって，木炭製

遥もその一つである。木炭は家庭用とじて廣<親しまれて

ゐる一方、識工業方面にも露要敏<可からざるもので、就

中聴殊用途の最簡紐銅の製整、或棯聴殊合金の製鑑等に於

て然りである。乾r.により唯軍}で木炭の生産のみに止董ら

ず、との副憲物を高度に剰用す愚のでなければ國の隆盛を

墓むことほ出來ない、この爲めには凝縮器と籍製装巖とで

以て密閉下に於て反覆撰機をする必要がある。この方法に

依って得ら匁屠副達物は可燃カス、メタノ-Fル酸酸、ター

,噸等質にiCO蔽鞭以上の多きに達し､特に夢タノー,‘及
醸酸はそれ自身として叉アセトンとして嘘に製遥され、こ

れを貿易の製象としてゐる國女もある。

．パルプ及び紙製造木材パルプ及び紙製鐙は木炭
生濤によ霧木材乾瀞とは、いちじるしく糾質を異にし、原

謡としての瀞種に非常に綿限がある、新しし紙製楚工業技

術は温去2E年間に一躍の高さと幅毒以って發達しその加

工翰挿繊維工業び､急速な葱逹の基となって居り木材繊維

業の瀬1用は現今化翠原料の搾兒である。しかし未だ製紙用

木材は織築用材に比Lて隊かI2％であるが生産物の60％

抵國際膨業上の取引となってゐる。換言すると、紙製遙工
r＝

票の發展は國家的縛演の隆昌と生活水準を高めると云って

も過言で魔ない。
》

しかし現在パノ!･プ用材愉主に松柏零確物であり、その篇

めこの横種Iご適しだ工程力溌逹して來た。次に種,々 パルプ

製遥工程の概略を記す。

a

《

(隷者）材業訣鹸場
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大 沼：森林利用横観

理による高級パルプ、綿布に匹敵した産物も近き將來必ず

組現すると期待される。酸化虚理としての斑i硫酸法パルプ

は長い張靭な繊維を利用しず用材としては淡白な材或は漂

白し易い材が用ひられる。暗黒色の節の無い松の幼競うi<な

り、心持ちで無い材が最も適し、細粉された木材が酸崖理

,により涌液が充分浸透する事が必要條件である。亜硫酸パ

九プエ程中の溌液は新しく發逹した硫酸蕊パルプ工業に利

期され､硫酸露パルプ工業ほ硬材にも適用され又硬材と軟

材の混合パルプにも川ひられる。一方泳一ロ繊維素法は非

常に温和な化學渥理により、リグニンと淡水化物合成篭を

完全に分離する敷果がある。淡水ｲ”混合鐙の内約γ3は繊

維素で％はヘミ繊維素である。ヘミ繊維素の利用研究ほ未

だ不充分であるが瞳今後多くの化學工業原料となるであら

う。次に新しい工業材料としては紙に合成樹脂を浸透させ

列畷墜縮し硬度と謡度の高い材料が作られてゐる。これを

"王tWreg〃と云って添板用にし亦表板と組合せて輕量な材

料を作る事が砥来る，成型と加工が容易な爲めに構築材料

ともなる。

ヨーロッパの亜硫酸パルプ工場では醗酵菌により溌淡か

ら糖分及びアルコールを再生してゐる。亦パルプ化された

木材の25%の奪量をしめる真大なリグニンの利用は雪一ロ
ツパ、アヌンカではほ盤完成の域に達しその一部を述べる

と、リグニン溶液を礎理して酸化マ"･ネシウム基に鍵じて

後、遍次と羅換を行ふと或る種の化學藥品が再生出來る。

一般にジグニンを利月Iするに次の方法がある。α〕不純分

を除去する事<2)yグニン燃料便を再生する事(3)副

産物である糖分を再生する事である。ア〆リカ化學工業で
はパ,&プ鋤産物に樹脂､油頚遜あり北部雪一腫ツパでは揮

發魁抽の再生を行ってみる力糖分の再生は未だ工業的には

不可能であると報ぜられてゐる。先に述べた構築剛として

紙に樹脂を浸透させて薄板にする最近の技術はアル動リパ

ルプ庭理工濯中のリグニンを利ﾉwした"丑IP'.fg'以上の敷

果を牧めてゐるコパルプエ業を競走させて發展させるには

副毒物から利潤を上げる事が必要であり原料の研究と#そこ
から生れる絶縁材料としての繊維板の研究も今後盆迂盛ん

になるであらう。

（3）木材の加水分解

パルプ製遥工程の初期は加水分解であるが一般に酸叉は

アルカリの水溶液中に碑木粉を混入すれば加k分解が起き

る。125年前に加水分解により繊維素とヘミ繊維素が糖分

に分解すそ事が發見された。一般に糖分はヘキソーゼの混

合物で、例へぼグリコーズ、ペン1－－ゼキシローゼ等で

あるが木材の還元作用としての生成物である職分は硬木

と軟木ではその率が異なってゐる･硬水は邇附酵素の作用

によらず麹によってアルコールに鍵化ツるペントーゼ、5

淡籍の含有麓が多い。木材糖化の歴史は古いが、衝際上工

業的に成功したのは極く最近であってその工程に二種類あ
る。その一つは濃酸を用ひて繊蕊に分解を起させる方法
であり。他の一つは稀畷酸叉は炭酸をﾉHひるか、醗酵を利
用する方法である。､最近の醗謝上學工業の急速な進歩は木
材鋤非常に安償な糖分溶液を製鐙する可能性をもたらし
‐てゐる。醗薄化學進歩發展には次の二つの普遍的琉れがあ
る。第一として戦時中最も興味をひいたものであるが‘ヘ
キゾーゼ糖分を普通の酵素に醗酵させ工業用アルコー泌に
製遥し、アルコ一兆分離後残りのペントーゼ職分は酵素の
生長を補助する媒介膿に利脇され、動物魁榮養物の合成鐙
である蛋白質を製篭する捕助作川を行ふものがあり､第二
は重複的に醗雰作用を行ひ、アルコーノ¥以上の武薫な物質
を製造する方法である。一段に戦前ではドイツのSch唖●r

によって發達した木材の醗認上學は騒時中アメリカの化學
者によつ・亡改良補正され工程設備饗を大瞬ご縮少し收量を
増大してゐる。乃ち乾燥した柔材11､シ営りの盈糖分量の
收量は1100ポンド<約500kg)でその工程中の副産物の乾燥
リグニンは5CO～fO0ポンド〈約225kg～275kgに達し、

現在は工業用燃料.としてゐるが、この利周發展の研究は猛
盈盛んてある向特に電氣作卿によりリケニンが箕重な化學
薬品に簡箪に愛化すれば森林利外l工業發展の衾要な地位を

しめるであらう罰以上要するに化學庭理法により木材から
醗酵準則によ裏糖分及びホルマリン生成用メチルアルコー

ルの製泄､亦石炭酸棚雛充分代朋しうるリク･ﾆﾝ製造等
力河能である。その他ﾂk材加水分解の副達物より腐植土の
生成も可能である。これは戦時中ドイツで用ひられたもの

で，アヌリカでも窒素と膝との化學反應を緩和する添加剤
にリグニンを使用してゐる。

、以上種を木材の利用法を述べたが、總贈的に見て現在で

ほ木材を燃料、織築用材に利脳する避踵最も多く、人口稠

密で森林．積の少ぃ國盈でほこの嫌な利鰯法のみでは森林

を荒畷こ導く可能性は農も大きい。じかし工業の發展した
國では木材の燃澆'ﾛ装温を機械化し､、燃澆中に乾溌して得
た揮發性ガスを回收し反復循誤を行って、内燃淡關の原効

力に應用し現在資用化さｵLてゐる。特に木材及び木湊から

發生したガスを農業用、森林作業用の小さな原動力に利川

し叉据付機關、自動推進剛動力は非常に進歩じてゐる。炭
化水素燃料はツグニンの薬品虚理ぞ行ったもので木材加水

分解の副産物である。この他木材は鰐築用として一般文化

生活に礎<利用されてゐる他、幾百蔑マイルに及ぶ逓信用
電線の麦持物、鐵謝ll材が莫大な駁量に達してゐる事は言

を険たない虚であるっ、

結語

以上林達物測用の研究は他の多くの研究分野から見れぼ
一部門に過きないが常に進歩してゐる文化の片腕ともな

って．人類輻献に寄與してゐる事は明理の事奮であり、吾

承現代文化の題著な性淵である、繕に無款な穀を指摘改善

し、より良き生活を郷事の研究に遜進しなけれぼならな
い。森林利用の研究も亦然りである。今や木材fll)11の重要
性が盆迂國際的性格を持ちつ上ある時過去の林産物利堀

工業技術k準の低・､と云ふ汚名を覆へし未材の内面的iこ秘
める至賓を活用する篇に全力をあげる決意を新にせねば雄・
らぬ画（鵜）
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森 林土壌調査に就いて
1

大政正隆

一一一一~一一ー琢一マーーマーで一一マーーマ

年が改まると、もう3年の昔になるが、或る會合の席上
〃

で画試験場のK氏力錘懐した言葉が今も耳新しく心の底に

残ってゐる。
－9句

「以前は私達のやうな研究}こは､どんなに苦心してもろ

くな溌算が貰へなかったものですが絡職後というものは、

.に5いふ仕事には幾何でも金を注ぎ込むべきだといふ人が

窪くて、畑だか薄氣味が悪い位です｡」
K氏の専門は私と同じ土壌學で、氏は鴬時新しく開始さ

れた土壌調査の仕事に没頭してゐたのである。

絡騏後我凌は色糞と反省させられることが多いが、K氏

の言葉を借りるまでもなく、土壌調査の如きも疾5の昔に

完成されてゐなければならかつたこ&と恩はれるのであ
る。こaいふことば不明のうちに置いて農業や林業が經螢

されてゐたといふことは考へやうによっては一つの奇蹟で

ある。それが今日まで充分に行は虹てゐなかったといふ虚
艇、日本の自然科學の破行性、産業行政の後進性が親ほれ

るのである。

聞くとところによると、アメリカは日本に進駐後去年の

零頃までに四國、九州、及び闘東地方の農地の土壌調査を
一先づ完了したといふことである。又農事賦験場や開拓局

鍍奨めて全國三百二十殿ケ所の開拓地中約二百九十ケ所の

塊拓地の土性認査を完了したとも云はれてゐる°

どうもこういふことになると從來の日本人と欧米人とで

銅:考へ方が少し違ってゐたやうである。ビルマに出征して

､ゐた友人の鑓によると、彼地では林業の基本調査などは既

に完成されてゐて林相圏、植生分布岡‘地質圏、土壌分布

翻等は重ね合して一目してわかるやうになってゐるさうで

ある。叉ジヤパから蹄つた知人の話を開いてもオランダ統

詣時代に達業と既究面の速繁が資に密接だったといふこと

-である。やはり道路の建設を眞先にした國と、高下駄を考

察したり、自動車の車輪の外にド戸よけを發明した風とで

抵物の見方なり考へ方が根本的に違ってゐたのかもわから

たといふことや、それに､これが一番の原因と恩ほれるが、

國が貧しかったといふところに素因があるのではないかと

恩はれる。しかし戦箏で節伐､過伐が繊返さｵして、日本の

森林もこのま上で進めば二十年後にほ壊滅に瀕する状態に
あるのであるから、この際多少の溌算をさいても、土壌調

査のやうな基本謡査を資行して慧林の方策を誤らぬやうに

しなけ』しばなら麹のではないかと、我田引水の老へを抱く

次第である。、

私は日頃こんなことを考へてゐる。戦後撫濟復興等に壷

ケ年計登と､､ふやうなことがしきりに提唱されてゐるが，

研究調査の面にも五ケ年計謹があってしかるべきで、土壌

調査の如きもこの綱嚥に闘するものでほないかと恩ふので

ある｡このやうな調査を百年の計で質行してみたところで、

その敷果は甚だ疑はしぃ｡ごく概略でも早急に調査を完了
すれば、新植の場合の適地選澤も合理的に出來るし、現在

問題の焦職になってゐる土地利用腫分も容易に行はれるの

で ある。′

こういふことば推人にでも明日の事愛であるが貧しい謹

算を分配する段になると、あれやこれや焦眉の問題鰔大き

く〃戸一ズアツプされて肝腎の土醗工聯は先づ後廻しとい

ふことになる。人情の自然として除り僻むぺきでないかも

しれないが悲しいことである。

この頃ラヂオや新聞紙上でしきりに造林の必要ｶﾐ叫槻も

てゐるが現磁計遊されてゐるやうな大面磯の造林が賦行

される場合に適也の判定をおろそか厚すれば叉特別灘誉

時代の誤りを繰返余のではないがとふと心を曇らすこと
ノ

がある。將來の吉野、天龍の壯麗な美休を夢みてスギを櫃

栽したのに三十年後にはそれがアカマツ林に代つ埴ゐ･たと

いふ笑〈ぬ喜劇ｼ叉上演されぬとは浪ら麹。心細い譲りで

ある。

造林の急が穂へられるにつれて育腫の問題や持哨樹穂

の増殖が各万面で一齊‘こ提彌されるや6になった）これは

ない。 甚だ結構なことであるつこういふことばもつとどしどし鍵

このやうな連ひは勿論國民性の相違にもよるのであらう 勵されるべきで、まだまだ萱傳不足だとさへ考へられるの

が，日本の自然科學といふものが大部分は輸入ものであっであるっ唯ここに考へさせられるのは一方に於て、股も
‐－－平凡で一般的で叉最も重要な土壌とか立地の問題となるど

く筆者＞農沫陵官林業試職場鑑林部長殆ど鐸らしい酷が聞かれぬこ．とである。どんなに良い品種

一〔･21）－
，
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大 政：森林土壌調査
一一

ほ到底望むべくもなかった。しかし、それでもブナ林地袴

に出現する代表的は土壌型を整理分類す-るといふ程度のこ

とは出來たるそれで仕事を更に披張して本格的な土壌調査
、

に移らうとLたが時偶盈戦零の様相が苛烈になって調査I誌

一時中止の悲運にあったのである。

維戦の翌年のことと記憶する。営時山林局の造林課長淀際

つた小山現長野誉林局長が戦後日本の林業の再建には是奉

土壌調査を完遂せねばなら墨と考へ柳氏を介して私に相溌

された勺その後藻算化を考究中であったが偶燕林政統一と

なり小山、柳雨氏に代って野村、蓑田雨氏が企劃されるや

うになったのである。

野村課長にはプチ林土離調査の時既に多大の援助を受け－

てゐた、氏は此の方面にﾖ龍な開翫錫つたから林政統一

等重要な問題の山談する間にあって蓑田氏と共に良く努な

し漸く現在の森林土壌調査の事業が發足したの軍ある。

現稚の森林土I露m蚕が開始してから二年になるが藻算建

の他の關係から震際に出發じてからは一年を郷過してゐる

に過ぎない今しかしこの一年をふり返ってゑると謬想以上

の進行ぶりに私達ほ明るい將來を期待ずるととが出來るや‐

うに恩ふのである司既に寄森でば山谷氏等の努力で一部、

土壊分布覇さへ完成さ紅てゐる、‐

との調査は林野局が主掌し各誉林局〈北海鐘は未だ開婚

きれてゐない〕在勤の平均二名の土壌専門家が蜜際の調蕊．

に奮ってゐる。林業識駒場は研究方面の中核侭とほって各
局の土壌專門家の連絡をし叉相談相手となり分類の基礎的”

研究をすることになってゐる。

本調査にほ在來の洲査と連ふ特徴がある、それは贋用巻一

直接の目的とすることで、その馬に坂蕊めも各局で濁自の‘
立場で行ひ、全國的の取蝋めを試鹸場がすることに鋲って

ゐるのである。

先日さる地方でこんな稲を聞いたことがある副それは蘂
下の急迫した事情の下では森林土壌調査隊後廻しにして新一

植地の適恥認蚕を行ふといふのであるへかぅいふ考へ方力堂

可能であるといふことほ灘に不可思議であるが一面私走‐

ちの説明が充分でなかったといふことも反省きれ為へ私た

ちの目指;森林土壌調査ほ斬植鼬の土地判定とか、施業案写

編篭の基準の土地分類とか、或ほ開拓地選這の場合の士堆一

厘分とかに早急に役立たずや5に森林土雛を分類すること

にあるのである今であるからさういふ緊急に解決せねばな

ら麺虚から着手するのが當然なのである。かういふことほ

誤解のないやうにして、必要な虚からどしどし調査を進め

ていた壁きたいと思必のである。それにしても、先に述ぺ

たやうに土壌調査のやうな仕塞は多少粗略であっても念塞

に完成して
一－ fE利

をつくっても．叉どんなに有利な特用職種ぞ移入しても、

鋪ゑるに庭を得なければ、あたら天才を刑務所に邊るやう

なものである。なんといっても臘沐といふものは確競され

たら數十年間はその土地で風雨に曝おれ、寒暑を受けて育

つのであるから土地の選定といふとと･は餘蓉愼雷に行はね

ばならない･との鮎では前農事試験場長の寺尾簿士が育種

と同時に立地の研究を進めるべきだと力説して居られたの

を今更なが島思ひ出士のである。

かうぃふやうﾘー 書いて來ると、私たちほIM･の翻啄も受け

ず、研究室の片隅で白い眼をむいてゐるやうな誤解を受け

ろかもしれないが．さういふわけでばさらさらない蚕それ

どころか林野局の深い理解のもとに仕事に没頭してゐて眠

る時間も惜しい状態であるnた壁こんなことを毒いたわけ

宣偉、土壌需蚕のやうな犬事業は一般の理解と同矯がなげれ

獄中糞完遂か難しいので大方議著の援助を得たいと考へた

からであるへそれにつけでも現在私達のしてゐる仕事を一

癖承知していただくことが先決弱題であちら向

林野営局で土壌調査に關心をもったのは決して新しいこ

とでほないへ昭和六年私が篭二回躍際土蹴學會に鵬席して

鰍露の土壌幣の頑察を経へて歸朝したと甑山林馬の幹部

の地位彰將あてゐた早尾、太田雨先輩から営陦鍔鋳の土躍
調査の方法を森林士壊に關して書くや5にとの零喧を5け

た。打ち明けはところ、その瞳時でけ森林王壌調毒の方法

といふものは･ilf穀の何麗の國で恥漁ってゐなかったのでこ

氷は中糞の犬事業であった気しかし雨製謬か烏顎を酔鐙ぬ
られ、叉私としても森林土躍謂秀を早急'一蒲手せねばなら

ぬと毒へてゐだので今から恩ふ1．随分ナ臓なことでほあ

った額、営蒔祇零識職場で士嬢蔀P3*'撰磯して為た現東大

教授芝太氏と擁力するといふ蝶件で引受け、脇來'二つたの

が諜林土壌諦訴方溌の一書である伺今見れば随分未熟な書

物であ系が此の雲物の反癖ほかなh犬警かつたや5に恩ほ

れる､忽ち蕊本は無くホカ引績き相営蝋の逢女を受けて識
るの1-筈心した記憶があ壗為

そうこうしてゐるうちに芝本氏がスギ、ヒノキの滴地調
査を開始し､宮崎氏が四國の森林土壌の形態畢的諏究成果
を發表するといふわけで森林土壌の研究熱は鱈にあがると

L､ふ状態であった、とｵLと前後して柴田、山田小出、中
村等の諸氏の砿究成果も相綴いて發表され森林土壌弼査開
始の磯運が熟するかに見受けらｵ1た･

昭和十二年に私が芝本氏の後を踏いで林業試職場に入り

翌年から前堂場長藤岡、前場長太田雨氏の依命でブﾂー 林地

鞘の土壌調査を開始することにな‘つたう組織的な森林土域

調査は或る意味ではこのとき着手されたものと言へるであ

らう勾鴬時は瀕査着ば私只一人で助手をつ“て歩くといふ筆

状態であったから土壌分布聞を作製するといふやうなこととして貰はねば成果の償値は減ずるものである。
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上ぱ遅れる程その敷果は恐らく幾何級敷的に減少すること⑧

健火を見るよりも明らかなことである。私達の擬用してゐ

る森林土壌の調査方法は極めて簡略なことであるから、各

局在勤の土駿溌査員ばかりでなく、造林の專門家も、計豊
,録の課員も大ぃ挺應援していた堂いてなるべく早くこの調
査を完成して麓ひたいものである。た堂土壌調査の基礎と

なる土壌型學臓比較的迩代に發達したものであるから調査

方法記載様式等はまだ碓定してゐないところが少くない。

!それで募門家によって銘友異った方法を採用しがちである

､が、各自矼勝手な方法で調査したの毛はさて國土計謹等で

纈互調査成演を比較考究するといふや5なときには、それ

では非淵な困難に逢蒲することは自明のことである｡私達
､抵斯る困難を溌想して成るべく陸際的の方法を採用し常時
,淡業方面とも蓮諾して、さうい出困難を未然に防ぐ熔やうに

心がけてゐる｡調勧法の詳細は號を改めて記述したいと
毒へてゐるが調査者は是非統一した方法を録月jして賀ひた

へ､ものである。

戦後日本の再建の必要から經濟安定本細こ講源委員會が
穀けられて、この方面からも農林地の土壊調査が瞬く要望

されることになった。さうして淑逹はこの要望に識しても

一時も早く土壌調査を完成しなければならぬ立場におかれ

-てゐる。現在の森林土製識査は十三ケ年計豊で出發してゐ

るのであるが、理在の陣容と削減さtLた溌算では懸命の努

功を桃ってもこの間に完成が出來るかどうか必ずしも明答

詮與へられない状態で､林野局や誉林局の各位に鍋して誠
､ｵ重申鐸ないことになると心配してゐる｡-ほんの少しの人員

･の轍加と縫費の支給を受ければ現在の計登は勿論私の五ケ

含琴計豊の夢も決して蜜行不可能ではないと考へられるので

あるからこの際要路の方友の援助を切望して止蓑ない。

兎にも角にも私達は所謂アカデミックの洞窟を出て何と

釣謹業の馬に識津したいと祗會に一歩踏み出したのであ

る。危い足どりは我ながら心もとない次第であるが識者の

面軸捷にkって何とかしてこの事業を完趣したいと考へてゐ

ろ。

石で、この伐採量が綾くならばおよぞ30年後には逢画の森

林が裸となる。然るに現状は復興建築に多額の木材を必要

とする一方、造林は多くの因子が軍って頗る困難な事情を

胚胎してゐるのである。この秋に技術者として反省すべき

諸問題の一つとして造林技術の謹歩發達をはかることが極
めて重要であり、造林技術の振興には多敷の學者及び技術

/者力輔力することでなければはらぬ。こ上に於て全図の遥
林技術者が細動員され、各悪間家が最も得意とする事項を

分猫執筆して權威ある鎧林學全書全12冊が完成さ証ること

は斯界のため誠に喜ばしいことである。その内容は次の通

りである（順序不同〉。ノ

ー中村賢太郎著資践育林學

中島道郎著農用林概論

芝本武夫箸森林土壌學

原田泰著森林氣象學

佐藤敬二著林木育種學

長谷川孝三箸森林種苗皐

近藤助著淵葉樹作業論

原勝著砂防造林

倉田盆二郎著特用樹種の造林

明永久次郎著竹林

沼田大學箸森林保護學
④

以上が朝倉書店刊行〃造林學全書〃12雀發刊の絡介であ

る。

この企蚕が發表されて間もなく發刊されたのが中村豊太

郎著賞賎育林學宅ある。はしがきには故御令閨の御霊前に

捧げる氣持をもって一銅圃成に書きあげたものであると著

者の心境力鈍くられてある｡その丙容は遮來の造林學の歩

みを総括し吾國造林の最先端を救述された感がある。遥林

に關する試鐡報告は他の部門に比して甚だ多いが、その成

績の賓行面に移されてゐるものは比較的多くない。それは

今迄の造林の試騨研究かあまり小さいことに因はれて大局

を忘れてゐることの多いのを反省しなければならない。本

書を通讃して直感することは著者が匿範幽に内外の著謡を

讃破し大局を逸さず把握してゐることである。と同時に著

者は頚てから本邦の始んど全林業地に足跡を印し机上の原

理を賞地にあてはめ縦繊に批判されてゐるところに著者が

質銭育朴學を猫がれた使前_があると思われる。目次は細説

・森林の現状と造林の必漢・造林法の種類及びその得失・

造林計遥.人工造林総説･楠樹造株･挿木造林･播睡林
・天然更新・喬林作業些・天然造林の施業・薪炭林の施業

．－齊林の撫育･淋池の撫育･造林試數･造株史及び謹休
學史・各論の17章に分れ．

(1)，用語はむつかしい淡'素が避けられ営用漢字が多

く採用されてゐるので非常にわかり易く鯛るい新鮮な感じ

脾
ｇ

ゞ
》
ロ

中村賢太郎:賛践育林學造林學全書第1M)A5
-割藤26望頁,朝倉書店昭和23年11月，定償320圓。

著者も序文に云っているように、今日の森林は面積が減

ご少したばかりでなく近年の濫伐によって立木状態が悪化し

てゐる。現庄蓄樹準0億石と稲せられてゐるが利思債値の

あるのは“億石に過ぎない。しかるに19鋤年から1946年に

三至る7年間の伐採量は正常伐採戯を超過すること蜜にn億

一〔23)一
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施業を参考とせられることを望む次第である。前掲要旨か

導かれた根擬は本所感に詳述されてあるが官聴の印刷物陣
市販されないため庇く行きわたらないのほ鐙憾である。

（林業識験場坂口聡美）

島田錦藏：アメソカ林業發展史B6",215x
地球出版株式會献昭和23年9月，定償15咽”

アメリカは1492年。戸ンプスカ噺大陸を發見してから

45p年､1783年オギリスの覇絆を腕して合衆國が猫立國と

なってから170年である。この間1937年に至るヴリカ・
合衆國林業の基本的様相が記載されてあるo著者ほ連合軍

司令部天然賛源局曹ショップ氏の貴重な丈辨D供與に預つ
たとあり、其内容は著者刀專問である林政方面は勿論、株

産物の利用､木材工業､森林の副利用、森林火災馨防の縛

介等参考となる事項が頗る多い。特に森林行政磯關の軍

〔125頁-131頁）は吾國森林行政磯關との比較對照ができ

叉管理機關並に職名等の英篝等に参考となる識が少<砥し＝

（林業試験場坂口勝美）

がする◎ ざ

(2)、第1章から第14章までは青林學全般に亘り吾國の
樹種、環境を對穂として具腱的な批判が行われてゐる。

⑬)、第15章の塗抹試鐡はその取扱が如何に困難であり

獺重を期すべきかが例示されてあり、試嶮擢営者の大いに
反省すべき警鐘力塩供さ証てゐる。

（の、騨6章謎林史及遜林學史は吾國澁林界の歩んだ道
を再確認され今後向うべき分野が自ら示されてゐる。

や)、第17章は各樹種毎に從來の研究成果を極めて要領

よく取捨選澤絞述されてある。例試護スギの品種に關して

獄從來多くの報告があるが最迩1g4"村井三郎氏報告のオ

モテズギ「スギ）とウラスギの論文を大きく探り上げて

〔鏥頁222頁）あるところは廻に興味深い。外來樹種につ

いては簡潔ではあるがよく現在までの成果力調霞れてゐる

(6)、索引のあることは蜜賎育林學という新しい丙容で
あるだけに一層讃者にとって#螂苔である。

以上を要約するに環境の異った摘迩林業の粋が吾國の樹

種・環境に岨噛され、是れに吾國の研究成果が加わって記

述されたことは澁林技術の振興に寄與するこど大なるもの

があらう。鼓に併せて本關係全書力鍾に完成されるよう待
望する次第である。（林業試験場坂口勝美）

・中村賢太郎：秋田杉･･覗察所感A畔I,'項
秋田醤林局印刷物昭和23年11月、

秋田ぞ竿林の施業特に其の施業の決定を左右する更新問

題に開しては多くの批判が行われてゐる。併し乍ら現在で
は軍木澤伐による施業溌施以來20年近く經過しスギ林喉扱
の困難さが蜜證されでゐる一方、柳澤天然更新識験地並に

務澤の箪木撰伐と樹下植栽の二試騨世の成績並に秋田スギ

天然生林並に人工避林地の生長經過が漸次究明されて來た
ので著者は是等の覗察に譜‘､て著者の質践育林學的見地
から所感を述べられている。その覗察所感ほ災來の如き批
判に止童らず著者の抱懐する具證的指針が示されてゐるこ
とば問題が林學界注態の焦謡であるだげに誠に注目すべき
である。

その要旨は

1．悲練法は雁繊溌林を主とすること

1．成るぺく澤伐作業を採用し、小面積の群落的伐採を
行うこと

1．大面積皆伐ぞ避けること

1．植栽林の撫育特に除伐を重要頑すること、

1．植栽林の伐期を高くすること

作業渋は「澤伐作業を標勝し小面積皆伐を行う群落的施
業」を最も適営であらうと推奨きれてゐる紹介者は多年
木曾に於てこの様な施業をヒノキの特性に基き措営した一

句

人として同感に耐えず秋閏スギ林を取扱われる士は木曾の

L一一-一一-一

鯲
須

反訴募菅あ蚕烹’ 崎

：
本件については追て鐸也の情勢を今括し、識､報告する

が､次に本會に到達した分を摘記する。

'、頑島縣分曾は奮臘-f二月十六日設立､會則を制定し、
林務部長三井鼎三氏が分會長に就任された。

2、四國費部は奮臘十二月二十五日高知螢林局に於て、今

井經螢部長司會の下に發禽式を學げ、松川理事長の挨拶

に次て、参集會員の總意に基き、佐蕊公明局長が支部長

に就任された。
b

3，石川縣に於ては134名の新會員の加入を見､林務課長
高木久男氏分會長に就任、新發足した。

今

｜餐助員紹介｜
後次の通り加入申込があった。そ

し

前號報告 の協賛に對し

深謝し厳く曾員に紹介する。

榊戸市生田腫山本邇兵庫畷木材林達組合連合會殿

禰島市三河南町′協三工業雛式會武駿

東京都江東題深川豊住町友和産業合資曾就殴

脊森市新町，管森縣森林組合連合會殿

青森市大町、斌團法人青森縣線合林業協會殿
熊本市春日町本田崎一殿

4
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臨 時總會開催の通知

次の通り臨時總曾を開催しまずから會員多欺出席下さる様邇知します。

1，日時昭和24年2月5日〔土、午後2時から

2、場所日本科學技術蓮盟・献交室

東京都中央腿京橋一ノー（國際ピル3階）
k位置東京鰐八重洲ロ前邇南側）

3、會儀の目的事項本會の發展策その他

．

|－ 〔興林こだま改題邇巻第96賎

昭和24年1月15日印刷・

昭和24年1月20日發行

定貿金25圓邊料4圓

綱輯兼發行人松原茂

印刷人水野義男

東京邸江東瞳新大隅1－1

印刷・所三立印刷株式曾誠

東京都千代田麗卿田鎌倉町3番地

殿日本林業技術協會發行所

電話紳田（25）4507番

振替口座東京60448番

出版協會女員B214,012號

編輯後記’
1949年を通へて林業技術は2歳になった。30年以上の長

い歴史を持った興林會が衣を更へて新し<發足し將に軌道

に乘りかけ厳として迦へる第2年ではあるが何とかその

中身も噛んで味のあるものにしたいものである。声書簡に

依る九原則は不安な吾國の前途に明い希望を抱かしめるが

その遂行には國民は更に耐乏を懸いら通ることであらう。

どんな伐事も此所蔑で来るのは容易であるが、此の時局

下に在ってこれから先が練の道である事を覺悟しなければ

ならない、折角附いた芽が蜜を結ぶか否かは一に今年一年

の運誉に懸って居ると恩ふ°會負の積鹿的な忠言や要望を

開かせて戴いて本営に林業技術者の自分のものにし度いも

のである。切に協力を期待して己まない。
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◎果樹苗の御撰定は先ず品種
の確實と良苗から
弊牡の苗木は天恵的地味に永年の技術を
誇る果樹苗木の一大生産地埼玉縣産であ
り壷して必歩や皆儀の御滿足を得らる上
と確信致します
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林野ばスI､ライキもなくすくすくと伸び，
あなたの財産を増してゆく遊休をやるな
ら｢帝殖｣の優良苗を是ﾖ鯛使用下さい
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